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ハ ワ ー ド ・Ｗ ・ハ ン タ ー 長 老

大職 誌 磁 謙瀞 霧 讐籠濫 翫、灘 総 ミ
生 きることである。確かにこれは，立派なことであり，もしだれもがこのような道

徳上の責任をまじめに考えるなら， この複雑な社会関係はよりよいものになるであ

ろ う。

道徳理念は正しい政府，博覧会の定則，公正な法制などの基いであり，またすべ

ての道徳，社会，経済制度の基いである。

我々は道徳的な掟にしっかりと従 うことに賛成 し，社会は高い完成の域に達 し，

現代の問題の多 くは解決されるであろう。 しか し，人生の目的を達成するのに道徳

だけで充分であろうか。死後の生活を信 じない人々にとって，必要 な行動をし，責

任を果たすには道徳だけで充分であるかもしれない。また来世を信 じている人の中

にも，道徳だけで救われると思 っている人があるかもしれない。神の他の戒 めを守

らずに救われるというこの考えは正 しいであろうか。

道徳と宗教の間には大きな違いがある。道徳のみで生きる人と真の宗教によって

生きる人との間にも相異がある。我々は道徳を必要としているが，真の宗教には，は

るかに高い真の道徳が含まれているのである。真の宗教は卓越 した存在者を信 じる

ところにその基いを置いている。キ リス ト教は，永遠の父なる神と御子イエス ・キ

リス トおよび聖典に含まれる主の御言葉を信 じることに基いている。それはただ単

に神を信 じることではな く，信 じることを実行することである。ジェームス ・Ｅ ・

タルメージ長老は言っている。 「人はたとえ神学の道に深 く通 じていても，宗教的

人格，更に道徳的人格にさえ欠けていることがある。 もしも神学を理論とすれば宗

教は実践であり，神学を教訓とすれば宗教は模範である。」（信仰箇条の研究Ｐ．７）

キ リス ト教徒にとって真の宗教は，神への実際の信仰により表わされるものであ

り，我々が，行動 と行ないの責任を神に対 してとらなければならないと悟 ることに

あるのであ る。
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１２月のこよみ

ブ リガ ム ・ヤ ング， 教 会 の第 ２代

大 管 長 と して ， 選 ば れ る。 １８４７年

Ｌ．Ｄ．Ｓ． 日曜 学 校 が 組 織 さ る。

ソル トレー ク にて 。１８４９年

ジ ョセ ブ ・ス ミス ・Ｓｒ， 初 代 大 祝

福師 と して 聖 任 さ る。

ジ ョセ ブ ・ス ミス ・Ｊｒ， 初 代 大 管

長生 ま る。 バ ー モ ン ト州 ， シ ャ ロ

ンに て 。 １８０５年

ク リス マ ス

ブ リガ ム ・ヤ ング， 教 会 の 第 ２代

大管 長 と して 支 持 され る。 ユ８４７年

今月の表紙

大 きな，す ば らしい約束

アマゾンで のク リス マス ・イ ヴ ヘ イ ぜ ル ・ス ワ ン ぜ ン … ４３

１

＿ ユー ヨーク世界博覧会のモルモン
ー 館に展示された

，あの有名な十二

使徒を聖任するキリス トの絵の作者，ハ

リー ・アンダソンは，後にソル トレーク

市テンプルスクエアの訪問者センターか

ら８枚の絵を依頼されました。それらの

絵は各神権時代の予言者たちの生涯にお

ける重要な出来事をあらわしています。

今月の表紙はそれ らの絵のひとつで イザ

ヤ書 ７章１４節， ９章 ６－ ７節にもとつい

て描かれたものです。主が平和の君の誕

生についてイザヤとアハズ王に語られた

よろこびのおとずれを，イザヤは二人の

証人の前で記録 しています。
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、
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主 は

〈予言者のごとば〉

約束 されて い る ・

大 管 長

ジ ョ セ ブ ・ フ ィソレー デ ィ ン グ ・・ス ・ミ ス

勺幽 禰 まさし 妖 がイ’エス ・判 ヌゆ 生誕
を祝 うために選んだ季節である。確かに，

』 我 が長兄 の’肉体 の誕生 は世 の歴史上非常 に

重大 な出来事で あ った。 、・ ’ 「「・弓 ∴ 吻

神 の御子 は 自らの 模範 によ つて，永 遠 の生命春 の道

を我 々に示す ため に地上 に来 られ∫ 自らすべて の罪を

解 ぎ放 たれ たので ある。我 々は神 の律法を知 らないと

言 って ，それ らを犯 したことを言 い逃れ ることはで き

ない。

我 々は神の事柄 に無 知で はない， なぜ な らそれ ．らは

アダ ムの時代 か ら現在 に至 るまで我 々に知 らされて き

て，聖典 に記 されで いる
、か らで あるＱ神 Ｑ御許 か ら天

使 が世 の初 めよ り地上 に送 られて，人 の救 いに欠 くこ
圏とので きないすべ ての ことを人 々にあ らわ し

，心 に植

えつけて来 た。 これ らの戒 めを もって，我 々は至高者

に こたえ る責任 があ りπ；従 うべ き義務を負 って いる。

この救 いの計画 における基 本的 な諸原則 は次 あま っ

な もめで ある◎．「 ㌃∵ へ ．層 ‘」・’

「３１３
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１。 天 父な る神，御子 イエス ・キ リス トと聖霊 に対

す る信仰。我 々は これ らの方 々を天をすべた も う権威

として受 け入れね ばな らない。神会 はすべてを治め，

全能 ，公正，真実で あ りた もう。

２． 我 々はキ リス トの無限の照罪を受 け入 れねば な

らない。我 々は， キ リス トが アダムの餐 と悔い改めを

条件 として個人 の罪 を順 う救 い 主 で ある と信 じて い

る。

．３
． 我 々はすべ ての罪 を悔 い改 め，全身全霊を もっ

七 神 に仕 えねばな らない。

４． 我 々は，福音 の諸儀式を執行すべ く，神 に召 さ

れ権能 を授 け られ た者 か ら，罪 の許 しのたあに水 に沈

’め らるるバ プテス
マを受 けね ばな らない。

５． 我 々は権能 を持 つ人 々の按手 によ り，聖霊 のバ

プテスマ， すなわ ち我 々を 真理へ導 く真理 と 予言 の

「みたま」 を受 けねばな らない
。

６． 我 々は思 いを尽 し，心を つ くし，力を尽 して主

に喜 んで仕 え，終 りまで主 の戒 めを守 らね ば な ら な

い。

救いはこれらの律法に基づいており，祝福はすべて

糠鷺藩 １讐簗饗壕
るｏ ．愕∴：屡’富

彙．天 父 は御子 を通 して，天父 の持 ちた も うすべて のも
り ちぎ

のは，その戒めを守 る人々に与えられると約束されて チ ’舵

いる識 らは知識 知恵 力を増し，完全の域燵 す 多 、身

る日がおとずれるまで恵みに恵みを加えられるであろ 多 ．

う。．

あろ う。あ らゆ る力 と主権 と権 力が彼 らに与 え られ， ア

欝 鰍 な祝蹴 ら燈 の民と聯 ク ／
、．天父の持ちたもうすづてのも９・．その約束ρ）大いな

る範囲を死すべ．き人間は砥をのわず 〉々理解 し始め多に

す ぎない・

零父の持ちたもうも嘩 得 る．！噸 イエ府 判 ス

トの誕生の夜・．野原に曾な羊飼たちのようｒ謙遜でな

きければな らぢし》 ．、
「する≧車の御使拳現れ・車の栄米が彼 らをめぐり

照したのでジ律 らは非常に恐れたげ御使は言 った 『恐

れるな。見よ， すべての民に与え られる 大きな 喜び

ａユ４

を， あなたがたに伝 え る。 き ょうダ ぐデの町 に， あな

たがたのため に救 い主 がお生れ にな った。 このかた こ

そ主 な るキ リス トであ る。』す る と，たちまち， おび た

だ しい天の軍勢 が現 われ，御使 と一緒 にな って神を さ

んび して言 った， 『い と高 きところで は，神 に栄光が

あるように，地の上 では，み心 にかな う人 々に平和が

あるように』。御使 たちが彼 らを離れ て天 に帰 った と

き，羊飼た ちは 『さあ，ベ ッレヘムへ行 って，主が お

知 らせ下 さったその出来事 を見 て こよ うで はないか」

（ル カ ２：９－１１，１３－ １５）

この約束 を受 けるために，我 々は次 のよ うに言 って

東方か らや って来 た博士 た ちのよ うに賢 くなけれ ばな

らな い，「ユダヤ人の王 と してお生 れにな ったかたは，

どこにお られます か。わた したちは東 の方で その星 を

見た ので， そのかたを拝 みに きま した」 （マタイ２：２）

この季節 にあた り，私 も全世界 の聖徒 たち と共 に独

り子の誕生を感謝 してい る。 この ク リスマスがみなさ
〆 ん にと

って最 もすば ら しい時 とな り，みなさんが主 に

仕え，戒 めを守 る時 に天 父が続 けてみな さんを祝福 し

た もうよう祈 り奉 る。

と ’１讃

叢言一鷺

諺
で

彼らは全能者あ栄光と祝福により創造者となるで ７ 〆 肇庭

憂ノ肇
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脚心 の 平 安 一
「神は あなたがたを平 和に暮 させ るために召 され たので ある

」

（１コ リン ト７＝１５）

十二使徒評議員会会長代理

スペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボー ル

安はこの世から消えてしまった平

のだろうか。静けさは忘れられ

た過去の存在なのだろうか。そして律

法や秩序は思い出の中にしかないのだ

ろうか。いったい平安はどこにあるの

だろうか。

大切な平安を私たちはどうしたのだ

ろうか。主はこの平安を，消えること

ない宝としてまた祝福として私たちに

与えられた。 「わたしの平安をあなた

がたに与える。」（ヨハネ１４：２７）と主 １

は言われた。主は平安の公式を編み出

していろいろな成分を混ぜ合わせ，私

たちに代価なしに与えて下さった。

また 「わたしは平安をあなたがたに

残 して行 く。」 と言われ， 私たちがふ

さわ しくある限り永遠に続 く宝すなわ

ち祝福として与え られた。この平安は

消えたりなくなったりする種類のもの

とは違 うのである。

では，このように主の寛大な御心で

与え られた大切な平安はどこにあるの

だろうか。 この世の取 るに足 らないこ

とに没頭 している うちになくしてしま

ったのだろうか。

主は言われた。 「あなたがたは心を

騒がせるな。」 私たちが平安を得るす

べを失なったら，苦悩の深みにおぼれ

るであろうことを，主はよく御存知で

あった。平安と苦悩， この２つのうち

片方だけを与えられるとしたら，私た

ちはどちらを選ぶだろうか。 １つはこ

の世から，もう１つは天か らもたらさ

れるのである。

「おじけるな
。」

平安が喜びをもたらすというのに，

私たちは苦悩を受けるであろうか。同

胞である旅人に向かって扉をかたく閉

ざさなければならないのだろうか。同．

胞のために道は安全だろうか。そして

混乱や恐れもな く，子供は笑い，若人

は歌い，家族 は進歩してい る だ ろ う．

か。

恐れが安全にとって代わったのか。

警察 を強化 しなければな らないのだろ

うか。悪人 は保護 され，一方犠牲者 は

償 い も受 けず に苦 しまなけれ ばな らな

いのだろ うか。

真犯人 は自由に逃 げているというの

に，無実 の人 を鉄格子 の部屋 に閉 じ込

めているのだ ろ うかｄ主 はどん な平安

を私 たちに与 え，残 して いかれ たのだ

ろ うか。

「わた しが与 えるのは
，世が与え 乙

よ うなものとは異 なる。」弾薬や大砲，

爆弾 などか ら得 られ るもので もな く１，

刑務所や警察，裁 判所，弁 護士 か ら与

え られ るもので もない。 これ らは世の㌧

ものである。

・「わた し１こあって平安を得 る．ためで

ある。」（ヨハ ネ１６：』３３参照 ）１と言 おれ ’

た時，主 は私 たちが主 の如 くにな り，

その戒めを実践 し， 向胞 を愛 して主 の

歩みをた どるべ きことを示 された。，こ

れ こそ，主 の言 いた もう 「わた しの平

安」で ある。

３１５

』講 」



「平安はどこに ？」私はかつて何も

のにも動 じないこの平安をまのあたり

にした。

これから話すそめ美 しい’ドイツ女性

は，スイス神殿の衣類を扱 うカウンタ

ーのかたわらに立っていた。ちょうど

新 しい神殿の初めでのセッショ≧で着

た神殿衣を返すとごろだった。背は中

位で，彼女の落着いた風格のある態度

が印象的であった。

彼女は ドイツでも，第二次世界大戦

中最 も手痛い被害を受けたところに住

んでいたため，最も悲惨で恐ろしい戦

争を通りぬけて来たのだった。まだ４０

代だというのに髪には大部白いものが

混 じり，身体にもいくらか戦争の傷あ

とが残っていた。顔に刻まれたしわは

ぬぐい去 ることのできない苦痛と怒 り

と悲 しみとを物語っていた。

恐ろしいナチのサイレンが町に鳴り

響 ぐと，彼女は暗い片隅にもぐり込ん

だ。．わずかの魚を買いに市場へ行 く時

は暗がりを選んで歩き，高いパンを買

うために何時間も列を作 った。

最愛の夫が戦場へ引き立てられて行

らた時には，．一抹の希望 と恐怖の混じ

っ一た気持で別れを告げた。爆弾はもの

すごい音をたてて容赦なく落ち，．恐 う

しさで身をかがめながら，いつ果てる

ともなく次から次へと続 く爆撃にじっ

と耐えていた。

彼女は愛する夫からの便りと消息を

セ、つまでも待った炉・それは徒労に終

わって しまった。．日を重ね，月を重ね

何年もの年月が過ぎていった。戦争が

終わ り，もう苦しみや不安な思いを味

わわなくてもよい時がやって来たと思

？た時，死傷者や行 くえ不明者の名簿

が出された。１そ して，愛 する夫の名前

蚕死者㊥名簿に載∋蓄いたのである。

去⑳遺体がどこにあるのか知る由も

なかった。 しか し，もしやというあて

３１６

のない不安だけは去 って行 った。未亡

人 となった彼女は，今や現実の重みと

運命に立ち向かわなければならなかっ

翌 た・この世嘩 を砥 蟹 ・琢

遠 に生きて行かなければな ら な か っ

た。試練 と恐怖と苦 しみの歳月にあっ

て，福音だけが彼女のよりどころであ

った。再び夫に会えるという約束歩成

就されることを目標に して，その時彼

女は生きて行 くのであった。いつか神

殿が建て られた時にはその備えができ

ているに違 いなかった。

そ して今，彼女 はこのベルンに建て

られた新 しい神殿に来ているのであっ

た。最近支部で彼女に会ったが，希望

に溢れていて何かをやり遂げたという
‘
感 じであった。身代りの儀式も済ませ

最愛の夫とも結び固めを終えていた。

顔のしわもやさしさを見せていた。私

に語 りかける彼女の声には美 しい響き

があった。

必要であれば戦争もいといません。

爆弾は炸裂 し，地を破壊す る で し よ

う。食べ物を得ようと長い行列ができ，

がれきの山ができることで しよう。銃

は火 を吹 き，死 は身導 かに迫 まろラと

も必要 とあ らば何物を も い．と い ませ

ん。、．覚悟 はで きて：います。私 は神を知

っています。．主イ エス ・キ リス トを愛

して います。愛す る伴侶 と永遠 に結 び

固め られ た私 は， どん な ことにも耐 え

られます。私 は平安 です。

彼女 の態度 には威厳 と誇 りとが感 じ

られた。彼女 は平安 の うちにいたので

ある。 そ して私 には主 のみ声が 聞え る

よ うであ ？．た。

「ああ
，麗 しきかな，平安 の教 えを

宣 べ，良 きお とずれを告げ る 者 の 足

は」 （欽定訳 ロマ１０：１５）

「神の国砿飲食 ではな く，義 と，平

和 と，聖 霊におけ る喜 び とで あ る。」

（ロマ１４：１７），

§

キ ャ ミ リ ア ・アＬイ リ ン グ ・

キ ンボ ー ル

すば ら しき

編集員

女性

ゆ ヘ

マ ー ベ ル ・シ ョー ン ズ ・

ガ ポ ッ ト

〔写 真 説 明 〕

上 ． １９１０年 コ ロニ ア ・ジ ュア レで 友

だ ち と 共 に。 左 か ら ４番 目が キ

ャミ リア。

申 ． ユ タ州 ヒ ンク レー ， ミ ラー ド

学 院 の 家 政 科 ク ラス で の キ ャ

ミ リア ・ア イ ＩＪング。

下． ４人の子供と初孫に囲まれたキンボ

ール長老と姉妹。

「環 讐諜 欝惚驚

の人生は子供たちのととでいっぱいで

す。子供たちの喜び，悲しみ，成功や

失意でいうどられています。すべて私

たちにとうては貴重なものです。私は

家族すなわち孫たちやいとこたちとも

疎遠にならないようにと願 って い ま

す。私が子供の頃には家族はもっとし

っかりと結びついていたものですが，

近頃で１まもろくならてきているようで

す。友人に対すると同 じように，身内

の者とも親 しくならなければと思いま

す。努めて知 り合うようにしなければ

自分たちの家族 とも心が通 じ合わない

ものです。」 これはキャ ミリア ・アイ
’リング ・キンボールの言葉である６

キャミリァのたぐいまれな幼年時代
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、 右 ． メ コ シ コ，

コ ロ ニ ア ・

ジ ュ ア レに

て １歳 のキ上
． 「若 い カ ップル 」

ヤミ リア。
ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボ ール

夫 妻

峯絶 が蝉 暁讐

鍵１底 蟻聾

欝麟箔

は，い とこや祖 父母 ，両 親， その他す

べての家族 に恵 まれ，お互いに心の通

じた者同志 による今 も忘れがたい環境

に あった。 彼女 はメキシコのチ ファフ

ア， コロニア ・ジュアレで， エ ドワー

ド・ク リスチャン ・アイ リングとキャ

ロ リーン ・ロムニー ・アイ リングの両

親 のもとに生 まれた。そ して ピエ ドラ

ス ・ヴェル デ川でバ プテスマを受 けた

時，彼女 の記億 によると水面 には うっ

す らと氷が張 って いたそ うで ある。家

族 は１９１０年頃 まで川の東側に赤 レンガ

の家を構えて住 んで いた。川をは さん

で小 さなコロニア ・ジュアレ村が あっ

た。 キャ ミリアはワー ド部内の礼拝 堂

で行 なわれ る学校へ通 った。 町の人々

に時を告 げる教会の鐘の音を聞いて，

子供 たちは学校へ行 った。（「私は今で

馬

も教会 の鐘 の音を聞 くと，郷愁にふ け

って しまいます」 と彼女 はなつか しそ

うに言 うのである。）

ピエ ドラス ・ヴェル デ川 につ り橋が

か かって いて，学校が終 るとキャ ミリ

アは，川 の西側 に住む オーガスタ ・ア

イピンスの家 にこの橋を渡 って よ く遊

びに行 ったものだ った。 日没 まで には

家 に帰 るようにと言われて いた。 太陽

はアイビンス家側 にある西の 山に少 し

早 くか くれ るため，急 いでつ り橋 を渡

って行 けばキャ ミリアは日没前に家に

着 くことがで きた。 たまにのんび り し

て いると， 「お母 さんか らピシャ リと

や られ た」 そうで ある。

この 「お母 さん」 は， マイルズ ・パ

ーク ・ロムニーとキャサ リン ・ユ ッタ

ム ・ロムニーの娘で，名を キャロ リー

ン ・ロムニーと言 った。 セン ト・ジ ョ

ージで生 まれ た彼女 は
，家族 と共 にア

リゾナのセ ン ト・ジ ョーンズに移 り住

んだ。 そ こで は，父親が オ リオン ・エ

ラとい う新聞 の印刷業を営んで いた。

後年家族 はメキシコにやつて来 た。 キ

ャ ミリアの父， エ ドワー ド・ク リス チ

ャン ・アイ リングは， ユタのデキシー

騒動 を鎮 めるため，１８６２年 ユタ州 セン

ト・ジ ョージで召集 されたヘ ン リー ・

アイ リングの息子で ある。１８８７年，祖

父ヘ ン リー ・アイ リングは家族を率 い

て メキシコへや って来 た。

ある日のこと， マイルズ ・ロムニ ー

監督 は，若 いエ ドワー ド・アイ リング

を， お祭 りの お客 さん と して家に連れ

て来 た。 ２人が馬 に乗 ってや って来た

時， キ ャロ リーンと母親は庭て花を摘

３１７
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んで いた。 キャロ リーン ・ロムニーと

エ ドワー ド・アイ リンが初 めて 目と目

を交わ したその時か ら， キャ ミリアの

未来 は初 まって いた。 「犠牲 に伴 うも

の」 という意味を もつ キャ ミリアの名

前 は， このすば ら しき女 性の全生涯 が

世 に知れ るようにな って さ らに意 味深

いものとなった。

キャロ リーンとエ ドワー ド・アイ リ

ン グのもとで， キャ ミリアは幸福な幼

年時代 を送 った。 コロニア ・ジュアレ

の村で は，遠足やパ ーティー， シエ ー

クスピア劇，毎週 のダンス， あるいは

学校行事が家族 ぐるみで行 なわれ た。

キ ンボール姉妹 はこう思 って いる。

「馬車 の時代か らジェ ッ ト機時代 まで

生 きて い られると， いろいろいい事が

た くさんあ りますわ。比較 してみて初

めて，人 間はほんとうの感謝 の気持を

抱 くものです。何事 も家族が協力 し合

い，隣 り近所 が １つ の大 きな家族 のよ

うだった幼 ない頃 に戻れ た ら，す ば ら

しいですね。」

彼女 は， 自分 たちで劇 や カン．タータ

（声楽 曲） の脚本 を書 いた時 の ことを

今 で もおぼえている。 自分 たちで演 出

した劇 は最高 に楽 しく， 「祖父 のロム

ニーはすば らしいシェー クスピア俳優ｉ

で したわ」 と彼女 はその思 い出を語 っ

てい る。 「同 じ年頃 の子供 たちと一緒

になって， 自分 たちの手 で楽 しみを造

り出 していきま した。」 あ らゆる意味

で才能 を伸 ばす機会 に恵 まれて いた。

こうした今 ではめず らしい程ｉ親密 な

人 間関係 の場 であった植民地 も， メキ

シコ革命 のあお りで打撃 を受 けた。 キ

ャ ミリアの思 い出はゲ リラ戦へ と続 い

てい く。 当時盗賊 が町に入 り込 み，雑

貨 屋を襲 っては物 を盗 んだ り，放牧地

で動物 たちを殺 した りした とい うした

い放題 の ことを していた。 １９１２年 の夏

には，聖徒 たちは家 を捨 てなければな

らなか った。彼女 は この時の ことを，

「あま りに も突然 に， そ して何 の準備

もないままに家を捨 て， 安 らぎを捨 て

３１８
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た悲 しい時でした。」と言って い る。

父親は ２週間ぐらいでまた戻って来

られると思い，出発の前 日にびんづめ

に した １００リットルのクロイチゴを玄

関の床の下に隠 しておいた。

当時，長女のキャミリアは１７歳だっ

た。エルパソでの夏と，婦人子供用の

混雑 したキャンプ，ひどい暑さ，政府

か ら支給された食物などを思い出しな

が ら，彼女はこう言 う。「婦人と子供の

ために，赤十字が毎日配給を持って来

て くれました。私は小麦とかんづめの

サケにあきあきして しまいま した。」

１０月までに，男性たちは大切な財産を

残 してメキシコをあとにした。

メキシコ政府による賠償の一環とし

て，身元を引受けて くれる友人や親威

のあるモルモン教徒に，合衆国内のす

べての州に行ける無料鉄道切符が支給

された。キャミリアは汽車で叔父の住

むユタ州プロボへ行き，そこか らプリ

ガム ・ヤング大学附属高校へ通った。

（彼女はジュアレ・ステーキ部学院で

高等部を ２年まで終えていた。）

キンボール姉妹は，』プロボで初めて

学校へ行 った日のことを笑いながらこ

う思い出す。ちようどスカー トの寸が

変わった頃で，彼女がエルパソから持

って来た新 しい洋服と上着はみな短か

く，その秋は足首までの長さにしなけ

ればならなかった。新 しい寸の洋服を

作 るため，母親が洋服布地を送って く

れたのはそろそろクリスマスという頃

であった。 しかし上着は短かいまま着

なければならなかった。 「今は笑って

いられますが，当時１７歳の私にとって

あんなに悲 しいことはありませんでし

た。」

一生けん命に何かをした時期であっ

た。 キャミリアは下宿代や学費を払 う

ために何時間も働いた。昔のような何

も心配のない幸福 な生活は，今や過 ぎ

去って しまった。 しか し彼女は，幸福

な生活は待ってＱたのではい くつにな

ってもやって来ないということを知っ

たのであ る。彼女 は こう言 って い る。
も

「年 々
， そ して少 しずつ生活 はよ くな

ってい きました。 そ してついに私 たち

は幸福な生活を実感 として味わ ったの

です。幸福 な生活は見つけ るものでは

な く，作 り上 げて い くものです 。」

キャ ミリアは自分の力で幸福 な生 活

を築 いて いった。１９１４年， 高校 卒業 と

同時 に大学 の家政学の課程を修了 し，

教会 の学校で教え る特別許可 を得た。

ひと夏をバ ークレイの カル フォルニ ア

大学で過 ご し，サ ンフ ランシス コの世

界博覧会を訪れた。そ の後彼女 は， ア

リゾナ州 サ ッチャーのギ ラ学院 とユ タ

州 ヒンクレーの ミラー ド学院で教鞭を

とった。 また ユ年間 ユタ州 のローガン

にいて， ユタ州立農業大学 （現在の ユ

タ州立大学） に通 った。 １９１７年 １１月１６

日，彼女 はスペ ンサー ・Ｗ ・キンボー

ル と結婚 した。

キ ンボール家 はア リゾナに居を構 え

そ こで ４人 の子供 に恵 まれ た。 キンボ

ール長老 が ロータ リー クラプの地区代

表 を勤 めていた関係 か ら，す ば らしい

旅行 を数 多 く経験 する ことがで きた。

その中には， １９３７年 の ヨー ロッパ１３ケ

国訪 問 と， パ レスチナへの ３度 の訪問

があ る。 それか ら家族 はア リゾナのサ

フォー ドに越 した。時 に１９４３年彼 らは

「自分 たちの人生 を変 えた運命 の電話

を受 け とり， スペ ンサーは教会 の十二

使徒評議員 の １人 に選 ばれ た」 ので あ

る。 こうしてキ ンボール家 はソル トレ

ーク市 に移 り住 み
，新 しい生活が始 ま

った。

キ ンボ ール姉妹 は，会社 や社会， あ

るいは教 会で多忙 な生活 を送 る夫 のた

めに，絶 えず内助の功を発 揮 し て き

た。 また どこにいて も知性 にあふれ，

霊的 な働 きを な して きた。キ ンボール

長老 と姉妹 は，１９５８年 ６月 マス ター

Ｍ メン ・ゴール デング リーナー名誉賞

を受 けたが， その時 キャ ミリアに与 え

られ た賛辞 は次 のようなもので ある。

「彼女 は人 に対 し
，決 して飽 くことな



「

き奉仕を続ける。特に忘れ られた人々

に対 して。いつも福音の光を輝かせて

いる。彼女とよく知 り合う機会のある

者 こそ，実に恵まれた者と言えよう。

厳格な面と親 しみのある面，またひか

えめなところと何でもそつなくこなす

積極性とが奇妙に彼女の内面でつりあ

いを見せ，たぐいまれなすばらしい人

間性を造 り上げている。」

キンボール姉妹はいつも喜んで自分

の才能と教育とを捧げてきた。幅広い

奉仕活動を通 じ家政学に貢 献 して き

た。そして彼：女の本に対する深い造詣

と幅広い読書とは，図書館の発展と進

歩を助けてきたのである。東部アリゾ

ナ婦人連盟会長としての彼女はつねに

会員たちを励まし導いた。またガン協

会で働いたり，テレビの教育番組に出

て名著を紹介 してきた。

彼女の趣味で筆頭 にあげられるもの

は読書で （彼女の朗読には定 評 が あ

る。）， ２番目はすばらしい 手 芸 で あ

る。 （刺 しゅうと レース編みで は州祭

賞を取っているほどである。）家 蘇 と

の旅 を愛 し， また世界中の銀製 スプー

ンや小立像を集 めて いる。

キ ンボール姉妹 は十代の頃に，、母親

ぐらいの女性を集 めた成人 クラスを教

えた ことが あった。彼女は，料理や家

事だ けで な く，大胆に も子供 の教育 ま

で も教 え られ ると思 っていたそ うで あ

る。５０年を経た現在， 自分の子供 たち

を育ててみて，子供の教育 について人

に意見を述べ るな どとい うお こがま し

いことはで きない と言 ってい る。 しか

し，彼女が育て上 げたすば らしい家族

が事実を物語 っそい る。 その子供 たち

とは，スペ ンサ ー ・ルバ ン ・キ ンボー

ル，オ リーブ ・ベス ・キ ンボール ・マ

ック， アン ドリュー ・アイ リング ・キ

ンボ ール， そ してエ ドワー ド ・ロー レ

ンス ・キ ンボールであ る。彼女 は こう

言 ってい る。 「いい子供 たちに ４人 も

恵 まれて，私 たちは幸 せだと思 ってい

ます。皆それぞれに大挙や大学院で学

位を取 り，すば らしい律織 神殿結婚 ∫

をしているんです。それに，す輝．らし

い孫が２７人もいるんです。」

便利になった今の世の中に感謝 して

います。それに近代科学がもたらした

驚 くべき進歩にも感謝 してい ます。」

キャミリア ・アイリング ・キンボール
Ｌ

はさらにこう続ける。 「しかしヨ、私は
．
そういった便利さや進歩が即座に幸福

につなが らないことを知っています。

過去の忙 しかった自給 自足の時代には

良いところがありましたσ当時の質素

で素朴な生活は，家族でキャンプをし

たり，田舎を訪れることでいくらかと

り戻すことができます。そして，ぜい

たくがあたりま・えで，絶対的なものだ

という観念をうち破 り，私たちに反省

の機会を与えてくれます。幸福は人が

得 るものです。月や星へ飛ぶ ことでは

なく，人生をしっかりと歩む ことに満 ・

ち足 りた思いを見い出す ことです。」

． へ
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母 親 よ

そ こ に い な さ い

リ チ ャ ー ド ・Ｌ’・エ バ ン ズ

ばらく前のこと，窓の外の奥まし

った所にある割れ目に粗末な巣

を作っている二羽のはとを見つけた。

えさを捜すのもやっとの寒さのきびし

い冬であった。そこに母親のはとがい

た。近づいていくと私か ら巣を守 ろう

と立ちはだかっている母親のはとがい

た。二羽の小さなはとが殻を破って生

まれて くるまで，あ らゆる自然の力と

戦いなが ら，大事にあたためてきたの

は母親であった。その小さなはとが自

力で飛べるようになるまでえさを与え

て育てたのも母親であった。そこにい

てたゆまぬ働 きをしている母親のはと

に，私は最大の敬意を払わずにはいら
も

れなかった。母性本能に素直に従 うこ

のはとはなんと賞賛に値すべきもので

あろうか。いついかなる時でもどこに

あっても困った時にはそこに母親がい

た。子供が学校から帰ってきて 「お母

さんどこ？」と尋ねる時，そこにいて

帰りを待っていて くれる母親を見つけ

ることはなんとすばらしいことではな

いか。子供の人格や性格そして将来を

形づ くる母親 家庭を平和な楽 しい場

にし，子供の話に耳を傾けて経験を共

にしながら標準を教え，忠告や励まし

を与えて子供に関心を持つ母親。母親

は家庭の中心である。謙そんな信仰深

、い母親，彼 らは愛 し奉仕 し，美徳，名誉

正直を静かに教え，約束を守 り，誤ち

を理解し，自己を捧げるほどの非利己

的な心と愛とを持って日々の務めを果

たしているのである。家にいて帰 りを

待っていて くれる母親は子供に大きな

安心感を与える。だれもいない家に帰
１㌧

って来 る子供は多 くを失なっている。

「お母 さんただいま」 「お母さんどこ

？」母親よ，そこにいなさい。あなた

の存在は子供たちにとって常にそして

永遠に祝福 となるのである。母親よ，

そこにいなさい。神が母親とその思い

出とを祝福 したもうように。

３１９
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イ レンツェの町はゆるやかな起伏を見せているタスカフ

ニーの山々に囲まれ，アルノ川のほとりに位置 してい

る。

暑い夏のある日，私 と同僚の宣教師がふと気づくと，フィ

レンツェの中心にあるシグノリア広場に来ていた。

私はその時のことをよくおぼえている。空は晴れわたり，

本陽は金貨のように輝いていた。広場を歩 く私たちの目の前

に石だたみがまるで大理石でできた大きな一枚のパズルのよ

うに広がっていた。歩道のきれいな敷石が足に暖かく感 じら

れたのをおぼえている。

広場にいつものように，思い思いの服装をして地図や案内

書や写真機を重そうに抱えている旅行者でいっぱいだった。

いかにもけばけばしい光景であった。旅行者は，まわりにそ

びえ立つ芸術性豊かな記念碑よりも，むしろ足もどに寄って

来る飼いならされたハ トの方に気をとられている よ う だ っ

た。

左手には，冷たいしぶきを放っている大きな泉の中央に，

筋骨隆々とした海神ネプチューンの像が堂々とそ び え て い

た。手に三つまたのやりを持ち，やさしいまなざしで旅行者

やハ トを じっと見つめている。

３２０

石 に捕
は るか右手 の建物 の陰 に，石 のや りが見 えた。 ここには古

代 ギ リシャとローマの戦争 や神話が再現 され ていた。

広場 にはヘ ラクレスの像 もあ り， ウフ ィッツ ィとパ ラッツ

ォ ・デラ ・シグ ノ リアの ２つの美術館 の入 口に立 って いた。

後者 の建物 は フィレンツェ様式 の典型 であ り， タスカニーの

青 空にひ ときわ高 くそびえ るその有名 な石塔 は，素朴 なが ら

もフィレンツェの空を守 ってい るよ うであ る。

しか し，広 場の光景 を圧 倒 してい るのは， ミケ ランジェ ロ

のダビデ像 で あった。

純 カララ産の大理石で造 られたダ ビデ像 は，壮麗 な姿 を し

て いる。 その表情，光 と影のお りなす風刺，調和 の とれた腕

や脚 の筋肉の躍動，手や指 の細部にまで見 られ る表現 はすべ

て，真 に賞賛 に価 いす るもので あり，私 たちの心 を と ら え

る。

有名 な彫刻家で あった ミケ ランジェロはその腕の秘 訣を問

われて， 自分 は石 を彫 って いるので はないと語 った と伝え ら

れてい る。彼 は， 自分 の石 を細工す る方法は ご く簡単で 自然

な ものだと言 った。大理石 のか たまり １つ １つに像がか くさ

れてお り，彼 はただその石 に捕 われて いる像を解 き放つため

に， い らない部分 を取 り除 いて い くだけで よいのだ というの

であ る。

この石か ら解 き放 たれて光 り輝 くダビデ像 を眺めなが ら，

私 は ７年前 のことを思 い出 して いた。私 もやは り石に捕 われ

た像 であった。

末 日聖徒イ エス ・キ リス ト教 会を知 る前 の私 には深 い悩 み

があった。私 は，神 と人 と宇宙 について抱いていた疑 問の答

えが得 られ ないで いた。 このため私 にはすべてが憂 うつで絶

望的 に映 り，両親 の心配の種 となっていた。私 は神 の存在 を

疑 うようになって いた。 も し神がい るな ら，人 に答 えを与 え

ないままで放 って はおかな いだ ろうと，真剣 にな って考 えて

いたのである。

人 間の起源 はどうなのか。

この世 の生涯 の目的 は何で あろうか。

人 の運命 とは。

この世 にいる間，人は どのよ うに生 きた らよいのか。

これ らの質問の答えを私 に教 えよ うとした人 は多 くいたが

私 には満足で きな いものばか りであ った。私 は途方 に くれ て



わ れ し像
しま った。

しか したとえ確か な答 えは得 られ な くて も，清 い生 活を し

なければな らない ことだけは感 じて いた。私 は両 親か ら正 し

い生活を し正直で あるようにと教 え られていたので， その理

由はわか らな くて も，両親 の教 えに従お うと思 った。

しか しこれ は私 にはむずか しいことだ った。年 を経 るにつ

れて私 は誘惑を受 け， 悪魔 は私 の決意をにぶ ら せ に か か っ

た。良 くなろうという意志を持 ちなが らも，私 には正 しい生

活を守 り通すだ けの強 さがなか った。誘惑 に陥い った ことが

幾度 とな くあった。当時の私 は，絶 えず聖霊 の導 きを受 けて

いな ければ， 決 して正 しい生活 をす ることはできないとい う

ことを知 らなか った。

だんだん望 みを失 い， い っこうに答 えを見 い出す ことがで

きないため，正 しい生活 を しよ うとい う気 もほとんどな くな

っていたよ うであ る。 どうにもな らないと ころま で ．き て い

た。私 は 自分 の弱 さと無知 に しば られ た囚人で あった。 あの

石 に捕われて いる像同様で あった。

私が教会を知 ったのはそんな人生 の危機に面 してい る時で

あった。

友人 のブ レイ ンが私 に宣教師 と会 ってみないか と言 った 日

の ことを，今で もはづきりとおぼえて いる。 さわやかな カ リ

フォル ニアの午後，学校が終 って帰 る途中， ち ょうど私 の家

の曲 り角 まで来 ると彼 は出 し抜 けに こう言 った。 「モルモ ン

教会につ いて聞 いたことあるか い。」

彼 の思 いが けな い言葉に私 はび っ くりして しま った。彼 が

末 日聖徒イエ ス ・キ リス ト教会に行 っていた ことは知 ってい

た。彼が いつ も学校へ持 って行 くノー トの表紙 に，教会 の名

前が書いてあ るのを見た ことがあ ったか らであ る。 で もこの

時初めて， 末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 とモルモ ン教会 が

同 じであ ることを知 った。私 は彼 に，近所 にモルモ ンだとい

う人が住 んでいた ことがあ ったが，何年 も前 に引越 して しま

った と話 した。

「もっと知 りたい と思 うかい
。」彼 は 笑 いなが ら私 に言 っ

た。

「ぼ くは もう宗教 を持 ってい るか ら，変 えない つ も り だ

よ。」私 はす ぐにそう答え た。 私 は， 自分 が答 えを求 めなが

らもその成果 を得 られない ことを彼 には言 わなかった。正 し

ポ ー ル ・ ジ ェ ー ム ス ｇ トス ケ イ ノ ー

． い隼活 を していない こと も知 らせ よ うとは しなか った。

ブ レイ ンの顔 か らほほえみが消 え， ２人 はち ょっとの間黙

って歩いた。

やがて彼 は こう言 った。 「君 の宗教 を変 えよ うとい うん じ

ゃないんだ。教 会について知 りた くないか聞いただ けなんだ

よ。」私 に モル モン教会 につ いて 教 えなけれ ばな らないと考

えてい るブ レイ ンの気持 がよ くわか った。

私 は高校 ２年生 の時にブ レインを知 って以来；ず っと彼を

尊敬 し，崇拝 してきた。彼 は クラスのだれ とも違 って いた。

ど うして そんなに違 うのか私 にははっき りわか らなか った。

おそ らく，彼 が私 の望んで いる生活を して いると知 って いた

か らだ と思 う。 また彼 の中 にキ リス トへ の信仰か ら生 じる自

信を見 い出 したか らで もあると思 う。事情が どうで あれ，私

はブレインが好 きだ った し，彼の気持を傷つ けた くはなか っ

た。そ こで私は，宣教師 との家庭集会 に出 ることに した。 ど

んな結果にな るとい うので あろうか。私は絶対に変えな いと

言 っていたので ある。 その時 まで， 私 は知 らな いうちに 自分

で 自分を石に捕われた像 に していたよ うで ある。

とうとう宣教 師 との集会の 日がや って来た。 ブ レイ ンの家

の質 素な居間で，私 は 自分よ りわずか １， ２歳年上 の宣教 師

とテーブル越 しに向かい合 った。今 で もその ２人 の名前 を，

ベィ ンズ長老， アーチル長 老 とは っきりおぼえてい る。

ベイ ンズ長 老はブ レイ ンに開会のお祈 りを頼 み家 庭集会 は

始 まった。私 は宣教師 と議論 をたたかわ し，私 の教会 でだれ

も答 え られなかった質 問を してみたい と思 っていた。 しか し

長老 たちは，生 ける予言者 の必要 な ことを非常 にはっき りと

主張 した。私 は，現代 の予言者 につ いては話 した く な か っ

た。三位一体 につ いて話 したいと思 って いたので ある。 しか

し私 たちはジ ョセブ ・ス ミスについて話 した。

宣教師 たちはキ リス トの伝道 の目的 やパ レスチナで のキ リ

・ス トの教会 の組織
，背教 の歴史，奇 しき福音 の回復，神権，

そ して若 き末 日の聖見者 による教会 につ いて説明 を続 けて い

った。 この説 明に加 えて ２人 は， ジ ョセブ ・ス ミスの召 しが

神か らのものであり， 回復 され た教会が真実で あ る と 証 し

た。

感ず るところはあったが，私 は認 めなか った。卒直 に言 っ

て， その日の私 は良 い求道者で はなか った。ずい分 と宣教 師

３２１



を困 ま らせ たものだ った。絶 えず レッスンか らそれて関係の

ない質問を して いた。私 は宣教師た ちに議 論をふ っかけ，彼

らのもつ聖典 の知識 に挑 戦 してみた。 しか しす ぐに私の負 け

で あった。最初 の集会が終 った時，宣教師 は私 にバ プテスマ

の望 みはないと思 ったに違 いない。 ’

しか し，私 の心の うちに何かが起 こって いた。宣教 師は 自

信 にあふれ， その答 えは簡潔であ った。 そ して彼 らの言 葉が

真実で ある ことが あま りにも歴然 と してい るため， 私は反抗

す る気力を失 って しまった。私は聞か された ことを信 じなが

らも， しば らくの間 それ を気づかれ まいと して いた。 自尊心

が強す ぎたので ある。

でも私 はそれ ほど愚かで はなか った ので，話 を聞 いて真理

を悟 つた。

その 日家 に帰 ると，私 は他 の教会 に入 る ことについて両親

に相談 した。両親 はその時 あまり良 い感 じを持 たなか った。

ただの気 ま ぐれ ぐらいに思 っていた。

それ か ら２年間，私 は定期的 にモル モン教会 の集会 に出席

し，福音 を勉強 した。 そ うしなが ら，両親か ら教会 に入 る許

可 を得 られ る日に備 えて いった。

それ は１９６３年 の ３月 だった。私 のバ プテスマ許可証を手 に

ひ らひ らさせなが ら， ブ レイ ンの家へ走 って行 った時 の こと

をぼんや りとおぼえてい る。 あま りの うれ しさに， ２人 とも

大声 でわあきなが ら部屋 を走 りまわったものだった。 これか

らの ことを考えて夢 中に なっていた。

１９６３年 ３月 １５日，私 はバプテスマの水 を くぐり，喜んで キ

リス トの御 名を受 け ることを神 に誓約 した。 また同様 に，苦

難 を軽 くす るために人 を助 け，慰 めがい る者 を騨 め，悲 しむ

者 を思 いや って共 に悲 しみ， いついかな る時 で も， どのよ ケ

な所に居て も， どんな ことについて も，神 の証 し人 にな るこ

とを誓 った。 もし死 に至 るまで もこれ らの ことに忠実 であれ

ば，私 は神に瞭われ第一の復活 にあずか る者 の数 に入 って永

遠 の生 命を得 るとい う約 束を受け ることを知ってい る。 （モ

ーサヤ１８：８－ ９参照）

翌 日は日曜 日で， 私は末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 の会

員 に確認 され， 「聖霊を受 けタ」 と命 じられた。

儀式を受 けると同時 に，弱 さと無 知か ら解放 され るための

過程が始 まった。やがて私の疑問は完 全に答え られ，聖霊 の

導 きを受 けて正 しい生活を送 ることがで きるで あろ うと思 っ

た。

私 はもはや石 に捕われ た像の ままで はなか った。

３２２

もちろん，罪 と無知か ら完全 に解 き放 為れ るまでに は多 く

の時 と， この世 の生涯 を要す ると思われ る。 しか し，私は完

全 な る自由を この身 に受 け る日の ことを心待 ちにで きるので

あ る。 また 日の栄 の世界 の下 に在 る一切 の１悪影響か ら解放

され，神 の栄 光 とみ力 を一身 に受 ける２ 日の来 る ことを心待

ちに してい る。

７年 を経 て教会 の宣教師 と して イタ リアへ赴 きヅ 日に輝 く

広場 に立 った私 の胸は，改宗 当時 の思 い出にあふれて いた。

ダ ビデの像 を見 てい ると， ミケ ランジェ ロの言 ったあの言葉

が再 び胸 に浮 かんで くる。大理石 のか たま り １つ １つ に像が

か くされてい る。・私 たちについても同 じことが言 えるので は

ないか。私 たちの内部 には， それぞれ神 の 「刻 まれて いない

像」３が隠 されて いるので ある。

私 たちはただその身 を造 り主 と僕 であ る予言者 たちの手 に

委 ねれば良いのであ る。 そ うす れば，私 たちにはい らない所

を取 り除 き， 内に秘 めた神 を信 じる心 を見 い出す方法を示 さ

れ るので ある。

大家の ミケ ランジェロで さえ， 自分 の手 になる作品 に， の

みを当て る際には注意深 くやったよ うに，私 たちの造 り主 キ

リス トは，私 た ちが石に捕 われた像 を解 き放 つ努力 をす る時

に聖霊の力に よって導 かれ るのであ る。主 のみ言葉 に耳 を傾

けるならば，私 たちには確 かにでき る。

そ して この世につけ る取 るに足 らない ものをきれいに取 り

除いた時 には，栄光に満 ちた光 を放 って 自由な自分 たちが存

在す るで あろう。 もはや誤 まりや無知，死 に捕 われる ことな

くカ ララの大理石のよ うに純 白で， この世 の悪 をすべ て取 り

去 られ るので ある。

出来上 った もの は私 たちだけの ものではない。 すなわち，

主 のみ声 に心を留 めて初めて， 刻まれた像 は傑作 にな るか ら

で ある。

すべて の人が誓約に恥 じないふ るまいを し， つねに聖霊 の

慰 めと導 きを受 け られ るよう， またそれによ って石 に捕 われ

た像 を解 き放つ ことがで きるよう，私は祈 りたし㌔

１．教会歴史第 １巻英文Ｐ．２６９ （教義と聖約７８：１４も参照）

２．予言者ジョセブ ・スミスの教え，英文Ｐ．５１

３． トルーマン・Ｇ ・マ ドセン，永遠の人，ユタ州 ソル トレー ク

市，デゼレト出版社 １９６６年，Ｐ．１７

※ ポール ・ジェームス ・トスケイノーは，１９６３年３月１５日教会の会

員となった。ニュー ヨーク州ブルックリン生まれの彼は，イタリ

アに派遣された最初の宣教師の １人で，イタリアでは宣教師新聞

を編集していた。１９７０年 ５月に，ブ リガム ・ヤング大学の文学士

号を受けている。



ノ 一

十二使徒評議員会補助

アル ビ ン ・Ｒ ・ダ イヤー 長 老

「：Ｍ ｉｌｌｅｎｎｉｕｍ （肝 年 ）・ とし’う諜 は・ ラテン語 の

「ｍｉｌｌｅ」す なわち千 と
， 「ａｎｎｕｓ」 す なわち年 に語

源 を もち， １，０００年間を現わす。

聖典 中で 「福千年」 と述 づ られて い る期間 につ いて，人 々

の見解 を簡単 に描写 してみ ることは興味深 い。

福 千 年 を 信 ず る 人 々

キ リス トの地上 降臨後，救 い主 は再 び戻 って来 られ，一千

年間統 治 され るとい う見解 を もっていた人 々がいた。 これ ら

の人は一千年 至福説信 奉者 と呼ばれた。一千年至福説 と して

知 られてい るこのよ うな考 えは，初期 のキ リス ト教会 では一

般的で あり， 多 くの擁護 者がいた。 そのよ う参信仰．は詩篇 に

もとつ くものであ る。 「あなたの 目の前 には千年 も過 ぎ去れ

ば きの うの ごとく，夜 の間のひ と時 のよ うです。」（詩篇９０＝

４） この詩では人 の一 千年 が神 のわずか一 日と対比 されて ！・

る。 モーセの語 った ６日の創造 は ６，０００年かか って 創造 され

た ことを示 し， そのあ との安息 日は １，０００年 の 休息 と幸福を

意味 してい鴫 と考え られた。す なわち，福千年 は人類 にとっ

て新 しい創造 の安 息の期 間 とな るはずであった。一千年至福

説信 奉者 は ヨハ ネの黙示録 か ら 「わた しはまた，新 しい天 と

新 しい地 とを見た。……」（黙示２１・・１－ ６参照） とい うよ く

知 られた一節 を しば しば引用 し，彼 らの見解 をその ヨハネの

記 した文で支えて きた。

初期 のユダヤム のキ リス ト教徒 は，彼 らが一国民 と して王

なるキ リス トのもとで福千年 の間世を治め るであろ うと信 じ

て， その考 えに固執 して いた。また福 千年 をキ リス ト教 の根

本的 な教義で あると考 えた モンタノス２の名にちなんで付 け

られ たキ リス ト教一派 と同様 に， エ ビオ ン派３や ナザ レ派４，

コ リン ト人 もすべて福千年論を唱 えて いた。

その後福千年が信 じられた り， 信 じ られ なか った りして何

世紀かが過 ぎた。 しか しこの初期 の キ リス ト教 の時代 以来，

宗教改革 によって人 々は刺激 されたに もかかわ らず， この説

は二度 と大 きな力を もた なか った。

不足している福千年の知識

ほとんどのキリス ト教徒が受け入れている聖書には， この

「安息の期間」のことが述べ られているにもかかわらず， こ

れ らの聖句の誤った解釈，福千年の目的と必要性に関しての

キリス ト教界の教義上の知識のはなはだしい欠如には驚 くべ

きものがある。 そのテーマに関しての沈黙あるいは否認は，

疑いもなくその知識の欠如不完全さによるものである。

宗教を信 じない人 々によって考えられている福 千 年 が あ

る。彼 らは物質的な福千年，すなわちある種のユー トピアを

想像 し，それは将来ありうると主張している。人類は， 自然

の力により，あ らゆる病いや弱さを克服 し，また生物の体系

毎に進歩 して私たち人類の最良の要素を絶えず増 し加えるこ

とによりもたらされる，更新進歩に目を向けねばならないと

彼 らは教える。
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これ らの考えはたいがい福ギ年の真の概念を曲解 したもの

である。福千年の真の意義や目的に関する知識は，初めに時

代と境界を定めたもうた神からの蘇 によ ってのみ入に与え

られ るのである。 驚 １：．

古代および現代の予言者ゐ串る福千年 ・野冠 ．

地上の生活の境界と住家は，最初の人 アダムがそこに住む

以前か ら定め られていた。福千年は人類が地上にある間の必

要欠 くべか らざる期間である。それは人々にとって休息と平

和の時であり，自然や獣や人間のあ らゆる敵意が消え，悲 し

みと歎きが人々の間か らなく嫁る時であるとよく言われる。

しか し， これ らの状態はその期間の特徴であって，特 にその

目的を述べているのではないということを知 らね ば な ら な

いｏ

この世の最後のほぼ １，０００年間には，父なる神の知恵によ

り，全人類の間で神の御業が頂点に達するのが見 られるであ

ろう。神か ら啓示を受けた予言者の言葉によって，私たちは

実際にキリス トが福千年の統治をされている間， この世の生

活を終え，復活 して永遠の生活に入ってから，すべての人々

がそこで彼 らのつとめが果たせるよう，多 くのみ業がなされ

るということを理解するのである。

この意味で 「安息」は福千年の本来の目的ではない。私た

ちの安息はむ しろ，労苦と争いか ら解き放たれる安 息 で あ

る。なぜならば，なすべき主夢み業は興味あるすばらしいも
ノ

のとなり，また理想的な状態のもとに行なわれるか らで あ

る。だれ も聖典をもとにして福千年を心配事や義務のない，

喜びにあふれて目的なしに過ぎ去る時代として描き出すこと

はできないだろう。調整と審判と備えにとって大切な時期で

あるので，そのようなことは前もって定められた計画には入

っていないのであ る。

福千年統治の ために来 られ るキ リス ト

神 の御子 イエス ・キ リス トが，全人類 のために地上で生命

と救 いの計画 を管理 した もうとい うことを覚 えて おかね ばな

らない。 イエス ・キ リス トは，，生涯 を通 していろいろな時 と

所 で人 々に委任 された神権 の鍵 と権威，権能 を持 ってお られ

る。 このよ うに， この世 の業 が終 わるまで，主 は明 らか に大

きな関心 を寄 せ，身近 にいて くださ るのであ る。 その後， イ

エス ・キ リス トは義人 のために さらに偉大 な主権 を持 たれ る

であ ろう。
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予言され，また確かに必要であるように，イエス ・キリス

トは福千年が近づくとたびたび地上を訪問され，福千年に通

じるみ業を行なわれるために影響と力とを絶えず与えられる

であろう。

ア ダム ・オ ンダイ ・アーマ ンにおけ る

古代の神権者の大会議

１８３０年 ８月， ペ ンシル ベニヤ州 ハーモニーにおいて， ジ ョ

セ ブ ・ス ミスに与 え られた啓示 の中で，主 は 「時来れ ば」各

時代に仕えていた古代 の多 くの予言者 と地上 で会 うと述べて

お られ る。 （教 義 と聖約２７：５参照） アダ ムが死 ぬ ３年前 に

義 人の孫を呼び集めて彼 らに最後 の祝福 を授 けたのは， アダ

ム ・オ ンダイ ・アーマンの谷 であ った。予言者 ダニエル の見

た示現 によ ると， 「日の老いた る者」 が座 す るのは， この同

じアダ ム ・オ ンダイ ・アーマ ンの谷であ る。 （ダニエル ７ ：

９参照）神権時代の鍵 を持 った人 々が，．そ こで ミカエルの前

に立 ち，救 いの鍵 を所有 してい る人類 の族 長の君 に 自らの職

を渡すであ ろう。それは審判 と備えの 日とな るであ ろう。

キ リス トは １，０００年間地上 に住 まれ， 自 ら統 治 され るので

アダムに渡 され る鍵 は， アダ ムか らキ リス トに渡 され るので

ある。 この ように，神権 の権能はすべて御子に戻 され るので

あ る。 今生 きて おる，神の偉大 な末 日のみ業を行 な ってい る

多 くの正 しい指導者が招かれ る， アダ ム ・オ ンダィ ・ア ーマ

ンの大会議 で，主は正式 に この地 球の統治権 を引き継 がれ る

ｄ）で ある。

統 治 権 の 引 き 渡 し

世の人々にとって最も大切な事柄は，統治権が強奪者であ

り，詐欺師であるルシフェルから正義の王イエ冬 ・キリスト

に引渡されることである。そこに集まる神権者は， この事柄

を支持 し，福千年に先立 って備えが行なわれるように，彼 ら

は主か ら直接に指示を受け，権能牽委任 されるのである。世

の人々は， この会合の開かれる時がいつであるか を 知 らな

い。教会の会員も大部分知らないであろう。公式に召された

人のみが出席するのである。 このようにキリス トは再降臨に、
』ゴ

先立 って来 られ， それ によって 「盗人が夜 くるよ うに」来 ら

れ るという聖句が成 就 され るのであ る。 （１テサ ロニケ ５ ；

２）６

実際 にキ リス トが福千年の統 治をす るに先立 って成就 され

るべ き大切 な事柄は，予 言 と啓示 によ って示 されてい る。 こ



れ らの事柄は，確 かに神 の御子 イエス ・キ リス トが管理 され

るアダ ム ・オ ンダイ ・アーマンの大会議で十分考慮 され るで

あろ う。そ して次 の事柄 につ いて その時 に指示が与え られ る

であろ う。

１． エフライムとマナセの子孫， お よび永遠の誓約 を受 け

入れて イス ラエル の家 に数え られ る多 くの異 邦人 が共 に参 加

す る，．新 エル サレムの建設。 （皿ニーフ ァイ２１：２２，２３参照）

２． この時 に本格的に行 なわれ る， ヤ コブの家 の残 りの子

孫 （レーマン人）のための事業。 （皿ニーファイ２１：２３， ２６）

３．失 われた支族 が立 ち帰 り，新 エル サ レムに加 わるため

の備え。 （皿ニーフ ァ・イ２０；２１：２６）

主は突然神殿 に来 られ る

主 が再 降臨前 にも う一度来 られ るのは，現在 ミズー リ州 ジ

ャクソ ン郡 と して知 られて いる地域 のシオンの中心地に建て

られ る，新 エル サ レムの神殿で ある。 （皿ニー ファイ ２１：２５

参照）確 かに この時，出席す るよう命 じられた人々を前 に し

て，主 は福千年 の地上を平和に統 治 し，すべての人 に愛 を与

えるために，い っそうの備えをな さるのであ る。 これを行 な

うた めに，主 は この時「審判のため咀いを もて……誠 に神 を忘

るるすべての国民 と，……神 を敬 わざるす べての者 の上 に」

来 られ るで あろう。 （教義 と聖約１３３：２）予言者 マ ラキが こ

の特 別な主 の訪 れについて述 べて いるよ うに，主 は 「金をふ

きわけ る者 の火 のよ うであ り，布 さ らしの灰汁 の よ う で あ

る」。（マ ラキ ３ ：２）

キ リス トの福千年統治 のための準備 の時代には， シオ ンの

聖徒 はかつて ないほどに，試 され るで あろ う。 そ して彼 らは

主 の再臨 の時 に主 に会 うため上 げ られ る価値 のあ ることが証

明 され るので ある。

悪 人 は 滅 び る

いかに滅びるか ：福千年前の期間に，不正で邪悪な者は自

ら滅びるであろう。そして彼自身の不従順 と，人々が聖霊の

力に抗するのを許さない正義の律法がおもな原因となって，

地上の文明が倒壊 し，衰退 してい くのである。

はっきりと現われる区別 ：予言やたとえ話，直接の啓示で

明 らかなように，地上の人々による神のみ業が最高に達する

この時期には，正 しい者 と不正な者，義人と不義なる者，善

人 と悪人 というように，すべてのものがはっきり区 別 され

る。ほとんどの者はどちらかに属 し，最後の数年間にはさら
亀

に著 しい相異 が現 われ， その結果つ いに，ル シフェルの率い

る地獄 の軍勢 と天使長 ミカエルの率 いる義 の軍勢 との間 に戦

いが起 こるのである。 （教義 と聖約８８：１１１－ １１５参照）

縛 られるルシフェル ：悪人が滅 び，地上 に残 った人々は正

義 の うちに住 み， サタンは彼 らに対 して何 の力 も持たな くな

る。 このよ うに， サタンす なわ ちル シフェルは縛 られ るので

ある。 サタンの力 は制限を受 け，人は もはやサ タンにだま さ

れ，惑 わされ る ことはない。サ タンは縛 られ，創造 の安息 日

で ある第七 の千年間 に必要なみ業がすすめ られ る。

こ の 世 の 二 大 首 都

キリス トの指示のもとに行なわれる， この世の統治に備え

て，義人すなわち悪人が滅びた後地上に残る人々は，一つの

．光栄ある王国すなわち国家を形成する。 この期間に成 し遂げ

られるべき偉大な業を進める人々の中で，さらに多 くの義人

が世界の国々から二箇所の地に集められるのである。 その一

つはシオンの娘と言われているエルサレムであり，ユダ族の

子孫と，イスラエルの他の支族の子孫からなる必要とされる

多くの者がそこに集まる。またもう一つはシオンと言われて

いる新エルサレムの町であり，イスラエルの長子の権をもつ

エフライム族が率いる他のすべてのイスラエルの支族が，呼

掛けに応じて最初に集合する所である。地が分かれる前の時

代のように， 「島々」すなわち大陸が一つになり７，現在合衆

国の地理的中心になっている地点に立て られる新エルサレム

と旧エルサレムとの間の距離は，非常に近 くなるのである。

神 の 王 国

神 の王 国とはキ リス トの教会その ものであ り，聖 な る神権

と， 神権 の権能 が行使 され る鍵 とが回復 されて以来， この末

日に地上 に建 て られてい る。 また， アダムに神権が授 け られ

て以来， 神の王 国はいろいろの時代 に地上 に建て られ た。 こ

れ らの時代 は神権時代 と呼 ばれて いる。 これ らの内で最後 に

して最大 の 「時満 ちたる神権時代」 （エペ ソ １：１０；教 義 と

聖約 １１２：３０） は今 で ある。 従 って， イエス ・キ リス トの教

会す なわち神 の王 国が地上 にあるのであ る。

天 の 王 国

主のみ名によ って祈 る人 々に，主 は次 のよ うな模範的 な祈

りを教 え られた。 「御 国がきます よ うに。 み こころが天 に行

われ るとお り，地 にも行 われ ます ように。」 （マタイ ６ ：１０）
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また，地上に天の王国が建てられることに関して，次のよう

に述べ られている。

…教会を含めてよろずの国が集って構成する天の王国は，

自らの生命をぎせいに して瞭６たこの地球を親しく支配統治

するために彼の天軍を従えて勝利に輝 く主が来りたもう時，

権能と大いなる栄光とによって建て られるにちがいない。

すでに知っている通 り，天の王国は教会だけではなくほか

のものも集ってこれを構成する。人類の中で名誉ある正 しい

者たちは，キ リス トが管理 したもう完全な政治組織の下で，

その市民たる身分を保護せられまたその特権をも許されるに

ちがいない。そして，教会の会員であってもなくても， これ

が彼 らに与えられる分け前である８。

福音を心か ら受け入れて福千年の間教会に加入する人々は

自分自身の救いのためと， キリス トの福千年の統治以前の時

代に死んで身代りの許 しがあるまで獄で待っている先祖のた

めに，聖なる神権を所有 し，行使すξ権利を与えられるので

ある。

キ リ ス トの 再 降 臨

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 の信仰箇条第 １０条 には 「キ

リス トは御 自ら地上 に王 とな りて治 めたまい」 とい う教会員

の信 条が述 べ られてい る。 その霊感 された言葉 は，養子 と し

て御父か ら与え られた子供 たち と共 に地球 を統治 され る神 の

御子 の輝か しい再降臨に関 して述 べ られてい る。予言者 ジ ョ

セブ ・ス ミスは，主に帰せ られ る国の主 権に関 して， このよ

うに述べ ている。

世 の初 めか らエホバの ご計画で あり， またエホ．バの 目的 と

されるのは，御 自身 の時代 に世 の諸事を統制 され，宇宙 の頭

として立 たれ， 自らの手 に国の権力 を握 られ る ことで ある。

それが行 なわれ る時には， 審判 が正義 の うちに執行 され，無

秩序 と混乱 が無 くな り， 「彼 らは （国々は） もはや戦 いの こ

とを学 ばない」で あろう。 （イザ ヤ ２ ：４参照）すべて この

混乱が起 こったのは， この偉大 な統 治の原則が ないためであ

る。す なわち 「歩む人が， その歩みを 自分で決 めることので

きない」（ヨエル１０：２３）ためであ る。 この ことを 私た ちは

よ く知 って いる９。

族長と予言者は主と共に来る

エノクと聖なるエノクの町の人々，族長，予言者，使徒は

この再降臨の主権と栄光 のうちに主と共に来るであろう。時
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の絶頂 の神権時代 の十二使徒 と，主が来 られ る時の主 のみ前

での彼 らの立場 について，主 は次 のように言 って お られ る。

「わた しの国で食卓 につ いて飲 み食 いを させ
， また位 に座 し

てイス ラエルの十 二の部族 をさばかせ るであろ う。」（ル カ２２

：３０）１０人 々に導 きと恵みを与え るために 主 に召 された ニー

ファイ人の十二弟子にも， 同様 な福 千年 での務 が 与 え ら れ

た。 予言者 ジョセブ ・ス ミスは，主 が来 られる時， 「人 の子

の御顔を拝すべ し」（教義 と聖約 １３０：１５） と約束 され た。 ま

た予言者は 「われ らはその御姿を見て，救 い主 はわれ らと同

じく人間 なるを知 らん」（教義 と聖約 １３０：１） と 述 べ て い

る。予言者 はまた別 な時 に，主は ジ ョセフ自身， モ ロナイ，

エ ライヤス， エ ライジャおよび他 の予言者た ちと共に 「葡萄

の蔓 の実 よ り造 りたるものを この世に在 りて」飲むであ ろう

と約束 されて いる。 （教 義 と聖約２７：５－ １２参照） ‘

したがって私 たちは，聖徒 と呼 ばれ るにふ さわ しいすべで

の義人 すなわち，神 を知 って イエス ・キ リス トの福音 に従 い

すでに死 んだか身 を変 え られ た人 々，あるいは復活 した人 々，

霊 界で復活 を待 ってい る人 々は，主が来 られる時 に地上 に生

きてい る人 々 と共に，「瞬 く間 に」（教義 と聖約 １０１：３１）復

活 して よみがえ り， 雲の中で主 と会 うために上 げ られる と考

える ことがで きるので ある。

主 の再降臨の偉大 さと驚 くべ き力 と主権 については， 多 く

の予言者が詳細 に述べて きた。彼 らは世の初めか ら正 しい人

々が心 の中で予期 して いたこの栄光 ある出来事を，啓示 と示

現 と主 ご自身 か らの顕現 によって，知 った ので ある。

１（注 ）

１．千 を意 味 す る ギ リ シ ャ語 のｃｈｉｌｉｏｉに語 源 を有 す る。

２． ２世 紀 に起 こ った キ リス ト教 の分 派 モ ンタ ノ ス主 義 の 創 説 者

で ，福 千年 を 信 じた 人。 モ ンタ ノス は ，彼 が キ リス トに よ り

約 束 され た 慰 め主 で あ る と唱 え た。

３． 救 い 主 と して の イ エ ス を 信 じた が ，処 女 誕生 を信 じな い ２世

紀 の ユ ダ ヤ人 ク リス チ ャ ンの 一 派 。

４． イ エ ス ・キ リス トを 神 と して 受 け 入 れ た ４世 紀 の ユ ダ ヤ的 キ

リス ト教 徒 の一 団 。

５． アル ビ ン Ｒ． ダ イ ヤー 著 ， 「主 は 語 りた も う」 Ｐ．１８３－ １８５

（英 文 ）

６． マ タ イ２４ ：４３参 照

７．教 義 と聖 約 １３３：２２－ ３４。 創 世 １０：２５参 照

８． ジ ェー ム ズ Ｅ． タ ル メー ジ著 「信 仰 箇 条 の 研 究 」 Ｐ．４８３一

一 ４８４

９． 教 会 歴 史 記 録 ，第 ５巻 Ｐ．６３ （英 文）

１０． マ タ イ１９：２８参 照



大 きなすばらしい約 束

マ ー ガ リ ー ・Ｓ ・キ ャ ノ ン

「 ＿ の赤 ち ゃんなのだろ うか」
一

お じい さんの シメオ ンは， しんで んに入 って

きたばか りの男の人 と女 の人 をみなが ら心 の中で そ う

思 いま した。男 の人 は鳥 かごを手 に して いま した。 そ

の中には ２羽のひなば とがいま した。 これ らはいけに

え として ささげ られ るものにちがいない とシメオンは

思 いま した。 それは りっぽ うで きめ られて いたこ とで

した。女 の人 は とて も若 い人で した。 うで には生 まれ

て ６週間 ばか りの赤 ち ゃんを だいて いま した。 それ ぐ

らいの年 の赤 ち ゃんはみんな しんでんにつれて こられ

ま した。 これ も りっぽ うで きあ られてい る こ と で し

た。

シメオンは ながい ま っ白の あごひげをひ っぱ りま し

た。 なにか この赤 ちゃんにはふつ うの赤 ちゃん とちが

うところがある・・……・。

「この赤 ちゃんだろ うか」 と思 わずふ しぎに思 って

い るきもちを声 にだ して しまいま した。

お じい さんのシメオ ンのき もちはだんだん とおちつ

かな くな ってきま した。 お じいさんはながいながいあ

いだ， いつ くるかいつ くるか と待 っていま した。 おそ

ら くお じい さんが待 っていた 日は今 日なので しょう。

エルサ レムの多 くの人たちは， シメオ ンが死 ぬまで

に救 い主をみたい と思 っていた ことをよ く知 っていま

した， シメオ ンはほかの どんな ことよ りもこの ことを

お祈 りしで，おねがい していま した。 そ してシメオ ン

は神 さまが このお祈 りに こたえて くだ さることを， び

っ くりす るほ どつ よ くか くしん していま した。 それは

シメオ ンに知 らされたや くそ くのよ うで した。

その二人の ところへい きたい とい う強い きもちにお

されて， シメオ ンはかれ らの方に向かいま した。 この

強 いきもちは今 日， しんでんにゆ くようにか りたてた

あのきもちと同 じもので した。

シメオ ンの心 は ドキ ドキ して きま した。

「赤 ち ゃんを見せて いただ けないで しよ うか」 と，

かれ はおねがい しま した。その若い女の人はに っこり

笑 って うなず きま した。 そ して，赤 ちゃんを シメオ ン

の方 にさ しだ しま七 た。

シメオ ンは赤 ちゃんの顔 を息 もとま るほ どにジ ッと

ながめま した。す ると心の中に大 きなよろ こびがふ く

れ あが って きま した。約束 が本 当にな ったのです。

シメオ ンは， うでの中に赤 ちゃんを うや うや し くだ

きま した。かん しゃの涙がほおを流 れて きま した。

「神 さま， あ りが と うございます。 もう心安 らかに

死ね ます。私 はこの 目で約束 された救 い主で あるあな

た のみ子を見 ま した。かれは世 の光 であ り，み民 イス

ラエルの栄光で あ ります」（ル カ伝 ２：２９－３２） とシメ

オ ンは天をみなが らお祈 りしていいま した。

マ リアは じぶんの子供 についていわれ た ことばをふ

しぎに思いま した。 マ リヤは しば しのあいだ， じぶ ん

の息子が生 れ るまえに， 神 さま の み使 い か ら 「救 い

主」 とい ういみの イエス とい う名前 をつけ られて いた

ことを忘れていま した。

子供のページ ４２
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歳に なるジ ョアンナ ・ハルガは長 くあんだブ ロン ドの１０

かみ の毛を後へふ りか ざ しなが ら， こみあげて くる涙

を いっ しょうけん めい おさえ ようと していま した。 彼女 はお

母 さんと妹 のジュ リア ンナを手伝 って， ク リスマス ・イブに

自分 たちといっ しょに過 ごす ことに なってい るお客 さまを迎

える じゅんびを して いま した。

ジ ョア ンナは こんなに楽 しい ことを， その ままに して

ロバのセ リニを連 れて八 キ ロもあるジャングル の道を通
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って， ク リス マスのお祝 いにルバー ドスおば さんをむかえに

行 くのは気 のすす まない ことで した。 つ こうの悪 い ことには

今夜 こ られ るお客 さまの中に ゴムえんのは じの方 に住 んでい

る人がい ないのです。 もし住 んでい る人 がいれば， おばさん

を連 れてきて も らえるのです けれ ど。

アマゾンのジャングルの中にたて られた彼女たちの レンガ

づ くりの家 の中 は， お料理 に使 われ るこうり ょうのにおいで

いっぱいで した。 お母 さんは，彼女特製の クスカズやすば ら ．

しくよ く味 つけされたイワシとエ ビ入 りのむ しパ ・イをつ くり

あげていま した。 サーベ リー ・ソースで味つ けされた ６羽の

にわ とりは，火 が入 りよ く熱 っせ られ た大 きなほ ら宗 のタう
．

な レンガづ くりのオープ ンの中に，仕 あげのために入れ られ ・

るのを待つばか りになっていま した。

「さあ
， ジ ョア ンナ， も うふ くれ っつ らをす るのはおよ し

なさい 。」 とお母 さんは けさ，みが いたばか りの木 の床をい ‘

そが し．くゆ ききしなが ら， や さしく注意 しま した。 「ク リス

マスの本当の心は愛す ることと与える ことにあ るのよ。 あな

た もこんな ク リス マス ・イ ブに， ルバー ドスおばさんを彼女 』

の小屋 にひとりぼ っちに してお きた くはないで しょう。」

「で もセ リンが， とちゆ うでひ と休 み しな くて も三 時間は

か かるわ， それ に，道 にへびが出て くると， セ リンはいつ も

こわが った りす るか ら，遅れて しまって，楽 しい ことはみん

な終 って しま うもの。」

ハルガー夫人 は首 をふ りなが らいいま した。「まあ， まあ，

もうた くさんだわ。 ゴムをと り歩 く人 の子供で ある ことは，

ら くではないわね。 でも， お父 さんだってつ らいけど，私た

ちをや しな うために， ゴムを木 か ら集 める仕事 をなさってい

るのよ。 みんな， どんな ことにもかん しゃすべ きだわ， たと

えそれが した くない仕事であ って も。 ま してや，人 をよろ こ

ぱせ る仕事 な らもっと， かん しゃしな くては．／⊥

そ ういわれて も， ジ ョアンナはあま り， かん しゃす る気持

になれ ませ んで した。彼女はお皿に入れてあ るおか しを とっ

／
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て， ニュー ヨークのお じさんか ら送 られた，風変 りな プラス

チ ック製 のク リス マス ・ツ リーの まえに， すわってい る妹 の

ジュ リアンナのところに行 きたい と思 っていま した。

ジュ リアンナは フーガー家 の最高 の宝物 である，美 しいか

ざ りものの 「馬小屋 の風景」 をかざ りつけていま した。 それ

は フーガー家 に首年以土 もうけつがれてきたもので した。 ま

た， それは戦争 が終 ったあとに， フーガー家が オ ランダか ら

持 ってきた， たったひ とつのもので した。 ジャングル の中で

生 まれ育 った二人 の女 の子 にとって， この 「か ざ りもの」は

両親 がふ るさとのオ ランダの話を して くだ さるとき，いつ も

．その話を生 き生 きとよ くわか らせて くれ るもので した。雪 や

こおった河 の上ですべ るスケー トなどの ク リスマス風景 を想

像 レてみて ください。 この ジャングルの中では とつぜん降 っ

て くる雨 の他 は一年中かわ らぬお天気で した。

ジ ョアンナは口笛をふ き， セ リンにあいずを しま した。 セ

リンは ゴムの木が りよ うがわに立 ちな らぶまが りくねった細

い道を，朱ぬ りの木 車を じょうずに引っぱってゆきま した。

．ジ ョアンナは このお使いがだんだんと楽 しくな りは じめま し

た。 お母 さんのい うとお りで した。ル バー ドスおばさん は，

大家族 であ った子供 たちがみんな海岸沿 いの町 に うつ って し

まったので， ク リスマスを一人で過 さなけれ ばな らず， それ

はとても気 の どくな ことで した。 ほん と うに， ジ ョアンナは

この道 をゆ くのがいやでな くな りま した。

きれ いな色 を した鳥が頭 ご しにとんで ゆきま した。頭 の上

の方 では，木 のささや くような音が し， いろい ろな ジャング

ル の動物 たちのお しゃべ りが聞えて きま した。

二時間 もたったころ， ジ ョアンナはルバ ー ドス お ば さ ん

が，家 といって いる一部屋だ けのわ らぶ き小屋 に つ き ま し

た。年 とった色 の浅 黒い女の人 が， あ る骨 の病 気のためにほ

とん ど身体を二つに折 ったよ うに腰 を まげて，戸 口のと ころ

、
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に立 っていま した。 けれ ども彼女 のいきいきと した茶色の 目

には， あたたか い感謝 の気持があ らわれて いま した。 ジ ョア

ンナはさっそ く，荷車の後 に色 とりどりの毛布を しいて， す

わ りご こちのよい席をお ばさんのために作 りました。

「セ リン，お いで ／早 く．／ さあ，お うちに帰 り ま し ょ

う。」 とさけぶ ジ ョア ンナの声 は幸 わせ そ うで した。 なに ご

ともな ければ， うす ぐら くな らない うちに家 に帰 れ ることで

しょう。

十五分 もた った ころ， とつぜん， あのど しゃ降 りの冬 の雨

がふ り始めま した。 「あ ら， まあ， ルバー ドスおばさん，毛

布 をかぶって くださいね。 まだまだずいぶんかか り ま す か

ら。」 とジ ョアンナがい いま した。

「たぶ ん
，す ぐやむで しょう」 とルバ ー ドスおばさんは な

ぐさめるよ うにいいま した。 そうで あれ ばいいけどと思いな

が ら，先 をいそ ぎま したが，雨 はゆ くほどにひど くな るばか り

のようで した。で も， セ リンもジ ョアンナも雨にはなれてい

ま した。このぶ んだ と少 し遅 れるて いどですむ ことで しょう。

大 きな鳥が木か ら， とつぜん飛びお りて くるまではすべて

順調で した。 セ リンはお どろいて， うしろ足 でぼ う立 ちにな

りました。荷 車は古 くな って， いたんでい るところか ら， は

ずれて しまい ました。 そ してぬれた草 の葉 のためにす べ りや

す くな ってい ましたので，荷車 はひ っくり返 って しまい

ま した。 車輪 の一つがはずれて，草 む らの中へ ころがっ
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て ゆきま した。ルバ ー ドスおば さん とジ ョアンナは気がつ く

と毛布 と葉 っぱに くるまって放 り出 されてい ま した。

ジ ョアンナはもつれを解いて立 とうとした とき， 「あ っ，

私の足／私の足首が！」 とひめいを あげ ま した。

どろん この道の うえでま っす ぐに身 を起そ うとしていたル

バ ー ドスおば さんは首をふ りなが ら， 「私 の家 まであなたを

．つれてゆかな くてはね。 足首を しば らな くち ゃ， おいで！私

によ りかか りなさい。」 といいま した。

ジ ョアンナは もう一度立 とうとしてみた とき，顔 を しかめ

ま した。 むだで した。 ルバ ー ドスおば さんの小屋 にも どらね

ばな らないで しょう。 「ク リスマス ・イブのお祝 いに出 られ

ないわ。」と悲 しそ うに ジ ョアンナは泣 きま した。涙 が雨 のよ

うにほおを流 れおちま し．た。

「あ ら
， あ なたのお うちで ク リスマス ・イブな ら， そまつ

だけ ど私の うちで もク リスマス ・イブよ。 それ に，人 のす る

ことは うちで もしたほ うがいいわ。」

ま もな く， 小屋 に二人 はた どりつきま した。 セ リンは， あ

たか も自分 もすば らしいお祝 いに出 られ な くて不幸 だといわ

んばか りに二人 のあ とか ら，悲 しみに うち しず んだようにつ

いて きま した。

「いま
， あたたかい ココアをつ くってきます か ら，ベ ッ ト

で休んでいな さいね。 それか ら，ローソクをつけて，足首 を し

ばってあげま しょう。 そ うす るとあま り痛 くな らな くて よ６」

ロー ソクの火 がゆ らゆ らとゆ らぎま した。 ジ ョアンナはコ

コアをすすっていま した。部屋 において ある，つつ ま しやか

な家具 をみわた していた とき， ジ ョアンナは古 びた松 の木製

の タンスの上 にかざって あるあの 『馬小屋 の風景』 のか ざり

ものをみつけま した。

「まあ
，「おばさまの うちにも「馬小屋 の風景」のか ざりもの

があ るのね。」ジ ョアンナはほうたいをや さ．しくまいて も らっ

ているとき，顔を しかめないよ うに努力 しなが らいいま した。、

「ええ
， クリスマスごとにタンスの上 にお くことにしてい

るのよ……。私 の夫が彫刻 し，息子た ちが色をぬ ったの。 も

うぬ りなおさな くて はいけないわね。 あるものすべてそ うね

きれ いな色が消 えて しま ってい るわね。 で もク リスマス ・イ

ブに私 の家 に子供が いるなんて， うれ しい ことだわ。 ほん と

うに！神 さまか らの おめ ぐみ のようね 。」

が っか りは してい ま したが，ジ ョアンナはこのや さしい婦

人 に心を動 か されず にはい られませんで した。 「馬小屋 の風

景」のか ざりものを， ともに よろ こびあ う人 がだれ もいない

一人ぽ っちの クリスマス ・イブなんて
， き っとひ じょう にか

なしい ことで しよ う。 お母 さんがルバー ドスおばさんを招待

して， イブ とクリスマスの朝 をいっ しょにす ご しま しょうと

のぞんだのは とうぜんの ことで した。 ジ ョアンナは自分 のそ

む く心 をわ るい と思 いま したが， いまや二人 と．も楽 しい家で

のお祝 いに出 られな くな った ことを思 うと，涙を こらえるこ

４５ 子供のページ

とがで きませんで した。 、

「まあ
，足 で も痛 むの ？」 とルバ ー ドスお ばさんが ききま．

した。

ジ ョアンナは うなず きま した。涙 のわ けを足首 の痛 みのせ

いに した方が よかったか らです。

とつぜん， ひげのはえた鼻が ドアをお しあけま した。

「セ リン．／入 って きちゃだめよ」 とジ ョアンナは さけびま し．

た。ルバ ー ドスおばさんはセ リンのたず なに手を のば しま し．

た。荒 い鼻息を しなが ら， セ リンは くるりとまわ りま した。

そ して，雨 の中を しぶ きを あげなが ら走 って ゆ くのが まもな

くして，聞 えて きま した。

ルバ ー ドスおばさん はジ ョアンナのあんだかみの毛 を手 に

しなが らいいま した。 「ジャングル にきたオ ランダの小 さい

お じょうさん， こわが らな くて もいいのよＧ このよ うな嵐 に

は私 はなんどもあって きたわ。 そ して， いつ もす ぎてゆ き，

そのあとには太陽が顔をだすの よ。聖書 か らク リスマスのお

話を よんで あげまし ょうか 。」 彼女 はよ くつかわれた聖書 を

手 に，す ぐもどって きま した。 そ して， お話 の書 いて あると

ころをす ぐにさが しだ して，読 みは じめま した。

「イエスがヘ ロデ王 の代 に… …」 （マ タイ伝 ２ ：１）

彼女は読 みつづ けま した。 そ して読 んでい るうちに，色 あ

せ た 「か ざりもの」 になにかふ しぎな ことがお こってゆ くよ

うで した。 イエス のまわ りにい る人 たちに向 って安心 しきっ

て手を さ しあげて いる幼 な子のイエスの彫刻 は笑 ってい るよ

うに見え ま した。 イエスがお生 れになった ところは， この小

屋 と同 じようにみすぼ ら しい もので した。

とつぜん， 嵐の音 よ りも大 きなさけび声 があが りま した。

「パパだわ ．／」 とジ ョアンナはさけび，立 ちあがろ うと し

ま したが，足 がいた くてやは りすわ らねばな りま せ ん で し

た。 ほん とうに小馬のマ カ ドに乗 ったお父 さんで した。 ジュ

リアンナはセ リンにのって いま した。 セ リンはもう二っ の車

輪を くっつけた荷車 を引っぱっていま した。 お父 さんはジ ョ

アンナとふざけなが ら，防水 され た布地で おおわれた荷車 の

中にルバー ドス おばさんの とな りにジ ョアンナをすわ らせて

くだ さいま した。 それ は うれ しい ことで した。そ して， もう

こん どはお父 さんのサ ドル にセ リンのたず なを しば ってあ る

ので， セ リンが さっきおこ した ような．ことがお こるしんぱい

はな くな りま した。

ル バー ドスおばさん は．まが った うでをのば して， また， ジ

ョア ンナめあんだ かみ の毛を軽 くたた きま した。 おば さんは

「ジ ョアンナ
， ほんとうに あなたはいい子 ね。 も うす ぐ， お

うちに帰 って ク リスマス ・イブをお祝 いで きてよ。」といいま

した。 ジ ョアンナはに っこり笑 いま した。 ジ ョア ンナは クリ

スマス ・イブはもう， ルバー ドスおばさんの家 でお祝 いをす

ませて しま った ことを心 の うちで知 って いま した。

．．ｑｉ
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たちはどんな経験を通 しても学
私
ぶ ことができる。ウオル ト・ホ

イットマン＊の 書いた詩の巾に， 散歩

に出かけた少年の見たものが，みなそ

の少年の一部 となって しまったという

話がある。私たちについてもそれと同

じことが言える。見ること，聞 くこと

なす ことすべてが私たちの一部となる

のである。私たちは意識的にでなけれ

ば偶然に毎日何かを学んでいる。

私たちには自由意志があり，学びた

いことをある程度まで選ぶことができ

る。今 日，非常に多くの若者が主にテ

レビから学んでいることが調査の結果

明らかになっている。

テレビは子供たちの語彙をふやして

くれるといわれている。 テレビが宣伝

用化 しているアメサカで， ６歳から１２

歳までの子供たちを対象にテレビで覚

えた言葉の調査が行なわれ，その リス

トができあがった。そこには１５のビー

ルの商標と１３のたばこの商標があげら

れ，ある商標の洗剤が全部のリス トに

、のったのである。

注意深 く番組を選ぶならば，テレビ

からも学ぶことはたくさんある。 しか

し子供や若者はあらゆるマスメディア

を通 じて行なわれる宣伝に十分注意を

払わなぐてはならない。もし，日々目

や耳に大げさに訴えて宣伝 している品

物が必ずしも良いもので人気のあるも

のと思っている硲ら，彼 らは失望 して

しまうことだろう。

確かに，福音に生きている立派な若

者はそのような迷想にだまされること

はないのである。

私たちは末 日聖徒の若者が，教育や

他の価値ある分野において物事を達成

したことを読みあるいは聞くとき，な

んと誇 りに思 うことだろうか。また多

くの若者が神の栄光は英知 （教義 と聖

約９３：３６）であると心から信 じ， 自分

たちの持つ可能性をためそうとあらゆ

る努力をしているのを知って喜びを感

じる。

私たちはいつもの神権プログラムや

補助組織のプログラムの他に，末 日聖

徒の若者がどれだけ宗教講座や神学講

座を利用 しているかを知っても大きな

満足を得るのである。私たちは，献身

的な兄弟姉妹が霊感を受けて書いたテ

キス トを用いてレッスンをしてくれる

若者を愛 し，同様に献身的な人々がい

ることに感謝するものである。私たち

はすべての教会の若者がそのようなす

ばらしい学習の機会にあずかるように

と望んでいる。

教会の若者は，教会のいろいろな集

会で話す責任を引き受けることにより

自分の気持ちを表現するということを

学ぶ機会に恵まれている。 これは自信

をつけ，出世す るためのすばらしい訓

練 となる。 自分の気持ちを表現でぎる

人はできない人よりも常に有利な立場

に立つものである。私たちは，進んで

熱心に若者を鍛える手助けを して くれ

るスピーチの指導者に感謝 している。

意志を伝えることを学ぶのは，私たち

が受けることのできる最 も報いあるレ

ッスンの一つである。

会話は滅びた芸術 と化 したと言 った

人があるが，家族の一人一人が献身的

な行ないをしている家族にとって，そ

れはあてはまらない。たとえば，家族

全員がその日に見聞きした最 も興味あ

る話を持ちだす夕食時には楽 しい会話

が行なわれる。家族の兄弟姉妹が自由

に言葉を交わしなが ら，互いの行ない

に心か ら興味を示 しているようすを耳

にするのはなんとすばらしいことでは

ないだろうか。

教会は家族が一緒になって学ぶ家庭

の夕べというプログラムを提供 してい

るｇ このプログラムは，若者の熱心な

協力と参加によって最も成功 したプロ

グラムとなっている。小さな弟や妹は

そのプログラムに熱心な兄や姉の模範

に従 うものである。

私たちはまた， しばしばユースコン

ファレンスの証会で感激する。そして

そのような証が ワー ド部の断食証会で

も聞けるならどんなにすばらしいこと

かと考えずにはいられない。若者がそ

のような会の親 しみやすい霊的な雰囲

気の中で，大人たちの前に立って話す

ということはなんと貴重な経験ではな

３２７
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いだろうカ㌔

私たちはまた日々交際する人々カ≦ら

も学ぶ。私たちは教会の若者が，どの

ようにしたらより福音にそった生活を

することができるかを学べるような友

人，努力 しているときに励まし，勇気

づけて くれるような友人を持っている

と希望 し，そう願うのである。だれと

でも仲良 くすることはすばらしいこと

であり，悪 い方向へ行 こうとしている

人 々を助けることは立派な こ とで あ

る。 しかしながら，散歩に出て見たも

のすべてが自分の一部 となった子供の

ことを忘れてはならない。私たちは確

かに私たちの友人から学ぶのである。

そしてもし私たちが生徒ではなく教師

の立場に立つならば，私たちはこの上

なく強 く，賢 く，よく準備のできた者

となるのである。

主は私たちに最も善き書より智恵あ

る言葉を探 し求め，研究と信仰とによ

って学問を求むよう （教義と聖約８８：

１１８参照）にと戒めてお られる。 私た

ちは，読書が この上ない貴重な知識の

源泉であり，私たちの読むものが私た

ちの一部となることを知って，賢明な

選択をするよう自由意志を使わな くて

はならない。

学ぶことはた くさんある。そして青

年という時期は学ぶのに最上の時であ

る。青年時代は将来成功 し，幸福を得

るための準備の時期であり，決断を下

す時期である。伝道に出ようと決心 し

ている人にとって，それは準備の時期

となる。 日々の仕事に満足できる生活

を望んでいる人にはそのために必要な

技術を学ぶ時期となる。私たちは大学

や職業学校に通っている若者のみなら

ず，手に職をもってそれ らに従事 して

いる若者をも同様に誇 りに思 って い

る。 、

青年時代はまた夢見る時 期 で も あ

る。 しか し学ぶことをせず，なすべき

ことを しないで夢を見ていてはならな

い。神殿結婚を夢見ているなら，今は

そのような結婚を価値 あるものにする

ための学ぶ時期 となる。また今は，永 ．

遠の伴侶としてすばらしい人に選ばれ

るような男性，女性 となるよう準備す

る時期でもある。いつかあなたがた自

身の家庭を作 りたいと願っ て い る な

ら，今は小 さな子供たちを導いていく

うえで必要な人格や性格を形成する時

期 となる。

私たちは，今 日の末 日聖徒の若者に

大きな信頼を寄せている。将来，あな

たがたは教会の指導者とな る の で あ

る。召しが来たとき，あなたがたの準

備はできているものと私 は信 じてい

る。

司

障 害 を

取 り 除 く

リスマスの歌や物語には，み子を拝みに愛の贈り物をク

持ってやってきた羊飼い，王，博士たちの話が数多く

織 り込まれている。その多 くはほとんどよく意味を考えなく

とも歌いあるいは語ることのできるものであるが，あまりに

もしばしばそうされすぎているように思・われる。

しか しこの古い話の中に，今の分裂 した時代にあって考え

なければならないこと，善良な心 と良き望みを持ったすべて

の人々が考えなければならないことが一つある。 この地上に

一人の幼子が生まれ，その幼子によって知識のない人々と全

能ではないことを知っている賢明な人々とはひとつどなり，

身分の差や障害は取 り除かれてキリス トの精神にお・いて同胞

となったということである。

現在は，他のどんな贈り物や慰めよりもそのような精神を

もたらしてくれる力を必要としている。自分の知識の限界を

知 り， この世の富のはかなさと権力のもろさを知っている人

々にとって，また身分の差という障害物をのり越えてキリス

トの精神に一致しようとしている人々にとって，それはなお

効力を持っているのである。
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リス マスの時に，愛 す る人々か ら受け とったお くりものを開 け るまえ， ち ょっ との間ま じめに考 え

ク
て見よ うではないか。

私 た ちは大人 であ る。私 たちはだんだん大人 になってい くとい う緊迫感を感 じている。私 たちは文字 ど

うり，真 に成長 した大人 であ ると感 じて いる。 これ らのお くりものは世 の救 い主 とち ょっと関係が ある。

主 が私 た１ちのために死 にたまわなかったのな ら，私 たちは この 日を祝 わないで あろ う。 お くりものもな く

歌 もな く， ろ うそ くや飾 りつけ られ た木 もあ り得 ないであろう。私 たちは主 につ いて あまり考 えないの に

お くりものには胸 をわ くわ くさせ る。

私 たちはまたお くりものを くれ た人 々に対 して お くりものを して いる ことに気がつ く。 私た ちは果 た し

て うけた もの と同 じだけのものを お くって いるだ ろうか。私た ちは両親 に対 して その ように してはいない

と思 う。両親 は私 たちにいろいろなも．のをお くって くれ るだ ろう。 私た ちはそ う期待 してい るのであ る。

両親 は私 たちを愛 して いないのだろうか。私た ちが両 親に対 してで きる小 さなお くりものの １つはかれ ら

に私 たちの愛を あ らわす ことだ と思 う。 両親は理解 して くれ るだろ う。 かれ らは多 くのお くりものを期待

して いない。 どん な方法で あれ愛 と感謝 の しる しに満足す るだ ろう。

果 た して主， イエス ・キ リス トに対 してそのよ うに してい るだろ うか。私 のすべては主 によ り与 え られ

てい る。 主は，私 の両 親の ように小 さなお くりもので満足 なさ るだろ うか。私 は若 い時か ら主 につ いて考

えて いる。主 もかつては若．か った。主 は 自分 が神 の息子 である ことを知 って いたにちがいない。 そ うで な

ければなぜ主は神殿 の中で教 師たちに父の御業 にたず さわ るべ きである と話 したのだろ う。（ル カ ２ ：４９）

父 とは ヨセフの ことではなか った。 ヨセ フは一介 の大工 であ りその上主 はその時， このことを ヨセブに対

して語 っていた。

私 は主 の若 い頃は どのよ うだったのだろ うかと思 う。一 つ， はっき りして いる ことは，主は この世での

両親 に従順 であ った とい うことであ る。主 は ヨセフか ら大工 の仕事を学んだ。 も しも主が永遠 の模範を お

示 しにな ったのな らば従順 において も主 はその模範を お示 しになったのでは ないだ ろうか。 主は ヨセブや

マ リヤよ りもは るかに知恵 に優れて いた。主 はその優れた知識を誇 りかれ らを見下す こともで きたのだ
。ｒ１

しか し，若 きイエスは成長 す るまで，両親 に従 ったのだった。

主 の生涯 は私 にどん な意味を持つ のか。私は主 の犠牲の意味を完全に は理解 してい ないが信 じることが

できる。 なぜ そ うなのか私 はよ くわか らないが。主は天父に従順 だ ったが，若い時には「ヨセフに従順 だ っ

た。 そ璽ような生涯は天父を喜ばせた。 これ こそ主 に捧げ るべ き私のお く．りものでは ないだろ うか。・

．３２９



自 分 自 身 へ の お く
「

あ なたが知 らなくて は な ら な
い，あなたの前を行 く一人の

老人がそこにいる。彼はあなたに似て

いて，あなたのように話 し，あなたのよ

うに歩 く。彼はあなたの鼻でかぎ， あ

なたの目で見てあなたのあごを持つ。

彼が「あなたを愛すも憎むも，尊敬する

も軽べつするも，彼がおこるか和 ぐか

惨めになるか，幸福になるかすべてあ

なたにかかっている。なぜならあなた

が彼を造 るのだから。 この老人はあな

たの将来の姿である」 これは最近 リチ

ャー ド・Ｌ ・エバンズが語 った話の一

節である。

あなたは，・自分自．身へのおくりもの

である。あなたが今やっていることが

明日のあなたを決める。

「人生は細い糸の上をちょっと歩 く

ようなものだ。初めも終 りも知 ちされ

ていない。私たちが細い糸の上を歩 く

とき望みがあれば均衡炉保てる。私た

ちが人生 を思 うときそれは短 く見 える

か も知れないが実 は終 りな きはて しな

い もの，私 たちが持 つすべ てのもので

あ る。」（作者 不詳）

人生 は私 たちの持 ってい る唯一 のも

のであ りすべ てであ る。 しか し入生 に

ついて思 う時，人生 は何 ん と多 くのも

のを持 ってい ることだろ う。私 ＃ちが

この世 を離 れ るとき，次 の世 にたず さ

えていかな くてはな らないのは，良 き

につ け悪 しきにつ けな した業 と知恵 の

みで ある。，も しも私 たちが この ことを

毎 日心 にとめる ことがで きたな らお そ

らく私 たちは更 によ くなろうと．もっと

３３０．

努力す るだろう。私たちの多 くは日々

の喜怒哀楽にとらわれて この地上にい

る目的を忘れて しまっている。 しか し

人生だけが学ぶための唯一 の道 で あ

る。人生の最も重大な問題の一つは私

たちが他の人々といかにや６てい くか

を学ぶ ことである。

その安直な方法は自分の主義を曲げる

ことである。すなわち世の中は全 くさ

まざまなのだからといって，すべて世

間に妥協するζとである。 しかしこれ

は正しい道ではない。

それではすべての人を満足 させるこ

とはでぎないし，たとえ自分の主義を

捨てても，・それは入間関係 という問題

に何 らの解答 も与えないのである。主

義を曲げることはただの妥協であり，

自己を欺 くことである。 自分 自身を欺

く人はだれにも受け入れられず決 して

尊敬されない。

人々は時どき自分たちのではなく私

たちの標準，すなわち私たちの信 じて

いるζとで私たちを判断する。私たち

が自分自身の主義を捨てる時，人々は

がっかりし私たちに幻滅する。

私たちが他の人々と上手にやってい

く方法はただ一つである。それは私た

ちがそうなるべきだと自覚 している人

になり，そうすべきであると自覚 して

いることを行い，人を尊び自らも人か

．ら尊敬 されるにふさわレくなり，主義

を曲げることによって自分自身を欺か

ないことである。

私たちは他入のために自分自身を低

くするべきではなく，他人が自分より

、

り も の
何かを上手にできるからというだけで

自分を他の人より低 く感 じる必要もな

い。私たちはそれぞれの考えや才能や

資質に恵まれている。もし神がこのよ

うに人をお造りにならなかったとした

ら，私たちは進歩することができない

のである。

ある人が偉業をな しとげると人はこ

う思いがちである。 「何んと偉大な人

だろう。私 も彼のようになりたいもの

だ。」 レかし本当の意味での偉人 は い

ないのである。私やあなたのような平

凡な人々がただ何か偉業をなしとげた

にすぎないのである。人々はそれ らの

偉業をほめるべ．きである。やる気さえ

あれば人々はそれぞれの分野で偉業を

なしとげることができる。 しかしなが

ら人は自分の限界を決めてしまい，目

標を定めてそれに到達す るとそれで精

一杯だと考えてしまう。いつも少 しず

つ高い目標を定めてそれに向って少 し

ずつ進歩 して行 くなら自分で限界を決

めたりはしない。時々私たちは成功さ

えできたら幸せなのにとひとりつぶや

く。私たちはよく成功と称 しているも

のと幸福 とを混同す る。成功とは次か

ら次へと欲 しいものを手に入れること

でも，ただ何かをして手に入れること

でもない。それは正 しいことを望みそ

れを手に入れる、ζとである。それは正

しい目標を望んでそれに到達すること

である。もし幸福でなければ成功とは

いえないし，誠実，努力，愛，自尊心

に欠け，人に対する感謝の心がなけれ

ば幸福とはいえない。

『
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ラ ンデ ィ ・ス エ ン ソ ン （１７歳 ）

正 しい道を歩んで いるとい う自覚 が

大切で あって行 為や獲得 や到達 す るこ

とは問題ではない。私 たちはみな悩 み

や恐 れ，問題な どを持 ってい るが， そ

れ らを とお して生 きることを学 ばな く

てはな らない。私 たちが正 しい行 ない

や望 みを達成 してい くときに恐れ や問

題 は必 ずあ る。

アメリカの詩人 ロバー ト・フ ロス ト

は言 った。 「私 が人生 か ら学んだすべ

ての ことは，次 の言葉 に要約 され る。

す なわち人生 は続 いて いるということ

で ある。忘 れて はな らないことは，道

が与 え られ ていて，永続性，が あること

恐れや憂 いはあって も人生は続いてい

くことであ る。」

人生 それ は続 く。 人生 は確 かに続 い

て いる。 そ して現在私た ちはその人生

に直面 しなければな らない。私 たちは

思 うように ならないか らとい って悲嘆

に くれた り， もう走 る力がない といっ

て き らい なものか ら逃れ ることはでき

ないのであ る。

私 たちは人生 をま っす ぐ見 つめ，人

生 を讃 え，喜 びを見 い出 し， 自分 を順

応 させて生 きていかな くて は な ら な

い。 そ してでき ることは， たとえや り

た くな くて もしな くてはな らないので

ある。私 たちは未来 に信仰を持 ち，最

善 を尽 して行 なわな くて はな らない。

まことに，私 たちの未来 はすべて それ

にかか って いる。 まことにエバ ンズ兄

弟が言 ったとおり， あの私の前にい る

人 は私 自身で ある。私た ちは 自分 自身

へ のお くりもの なので ある。
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「
イ濃 霊 難 最謙 錨 ⊇雛 劣

サ レムに着 いて言 った， ｒユダヤ人め王 とセてお生れ になっ

たか たは， ど こにお られ ますか。わ た したちは東 の方でそ の

星を見 たので， そのか たを拝み にきま した。』・・…・見 よ，彼 ら

が東方で見 た星が，彼 らより先 に進んで，幼 な子 のい る所 ま

で行 き， その上 にとどまった。彼 らはその星を見て，非常 な

喜 びにあふれ た。 そ して，家 にはいって，母 マ リヤの そば に

いる幼 な子 に会 い， ひれ伏 して拝 み， また，宝の箱を あけて

黄金，乳香，没薬 などの贈 り物を ささげた。」 （マタイ ２ ：１

～ ２， ９～１１）

マ タイ伝 の中の この美 しい一節 は， クリスマスに贈 り物を

するという私たちの最 もすばらしい習慣の始まりを示 してい

ます。

マスメディアと広告の社会，商店への出入 りが簡単にでき

る比較的豊かな社会にあって，贈 り物をす るということは非

常に商業化 してきました。受け取 る人の身になってよく考え

注意深 く選ぶならば贈り物はすばらしいものとなります。贈

り物をすることによって相手の人の望みをかなえてあげ，大

きな喜びをもたらすことができるからです。 しかしお金で買

うことのできない贈 り物をしてさらに大きな喜びをもたらす

こともできるのです。それは心の中から湧 きでるもの，贈る

人の深い思いやりが現われている贈 り物です。そのような贈

り物はお金はほとんどかかりませんが，最：も貴重な所有物で

ｑ
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ある時間を必要 とします。 これ こそま さに，心 の贈 り物 なの

です。

たとえば， ある家庭で母親 と ４人 の子供 たちが クリスマス

の時だ けで な く一年中お父 さんの ことを思 っている ことを知

って も らうため に何 を プレゼ ン トしよ うか と考 えま．した。 み

ん なは一緒 になって，家 の中で お父 さん のた めにで きること，

たとえば仕事か ら帰 って きた ときに新 聞を持 っていってあげ

るとか，好 きなデザ ー トを作 ってあげ るとか， くつをみがい

て あげるなどの こまごました雑用 の リス トを作 ったのです。、

母親が近 くの店か ら金銭登録 器の紙 を一巻 き手 に入 れて くる

と，みん なはそれを ３６５日分 に仕 切 って，毎 日なすべき こと

とそれを行 なう子供 の名前をそ こに記 入 しま した。 こうして

毎月， その月の贈 り物の カレンダーは子供 たちにその責任 を

思 い起 こさせ るため に家の掲示板 には られま した。確 かに こ

の贈 り物 は一年中続 きま した。

男女共学 のある大学で は， ほとん ど余分 なお金を使 わない

で贈 り物 の券を作 りま した。 その一枚 一枚 に， その年に この

券 を受 けとった人の ため になす ことが書かれてい るのです。

ある入 はル ームメー トに特別 なダンスパー ティ用の ドレスを

作 る手伝 いをす ることを約束 し，小 さな子供 のい る隣人 には

何 回か無料 で子守 りをす ることを約束 しま した。 また年 とっ

たおばさんのために使 い走 りをす ることを申 し出たのです。

そのよ うな贈 り物 の券 は厚 紙や壁紙 ， 白紙 の カー ド， 金か

銀 のイン ク， マジ ックペン，図画や切 り抜 き， 詩や引用 文，

それ に色 とりどりの リボンが あれば簡単に作 ることがで きま

す。時間を使 っての贈 り物には美術や音楽，料理，外 国語 な

ど熟達 して いるものを教え るとい う方法 もがあ ります。 また

年寄 りや身体障害者の人 々のために運転手 をつ とめた り，家

庭で作 った ケーキやパ ンなどをプ レぜ ン トした り，休暇 のと

きには隣人や親戚の芝ふを刈 った り，郵便物 や新 聞の世話を

す るなど，彼 らが家 を留守に してい る間の ことを してあげる

などが あ ります。

多忙 な両親は子供た ちに，両 親の じゃまを しないで一定 の

時間 自分 たちだ けで遊 ぶ ことを約束 した「タイムカー ド」を渡

す こともで きます。 家族の記念の書 や スクラ ップ ブックは，

家族 にとって特別 に意義の ある贈 り物 に なるか も しれ ま せ

ん。 あ．る若 い女性は家族の歴史 とファ ミリーグル ープ シー ト

を タイア ップ して， 自分の兄弟姉妹のために 自ピーを とって

あげま した。 これ にはかな り時間が かか ります。来 年の ク リ

メ マスリ塵 めに今か らで も姶め．られては どうで しよう。

心 のこもった贈 り物は，隣人をひ とつにす るのに役 立ち ま

す。 ある末 日聖徒 の家族は ペンシルバニ アに引越 して行 きま

したが， そこは他 の教会員 たちのい る所か らずい分離 れた と

ころで した。 クリスマスイブの 日，彼 らは手製のゼ リーをた

くさんびんにつ めて明 るいきれ いな包み紙で包み， リボンを

かけて隣人 に持 って行 きま した。 このク リスマスの時期に接

した ことによって， た くさん の新 しい友 だ ちがで き， なかに

「は教会 に興味 を持つ人 もで て くるほどで した
。十代の子供た

ちのいる もう一つ の家庭で は， クリスマスの前夜炉にた く大

きな薪 を作 る習慣 があって， クリスマス ・・ｆブにキャロ リン

グを しなが ら隣人 にわけてあるきま した。

都市 に住 んでいるあるＭ ＩＡ の教師 は，家族か ら遠 く離れ

て住 んでいる若者 たちを招 いて， クリスマスの期間中 に何度

か養老院 や病院 など， クリスマスの時 に寂 しい思 いを して い

る人 々のいる所 をキ ャロリング しなが らまわ りま した。 そ し

て彼 らは消防署 の入 々もキ ャロリングを聞 いて いて くれた こ

とを知 りま した。

材料が ほとんどい らないわりに時間はかか りますが，手製

の贈 り物 はいつで も喜 ばれ ます。想像力に富んだ包み紙 や入

れ物 は， たったひ と切れのパ ンやケ ーキであ って も目を楽 し

ませ，お い しく感 ．じさせ るものです。

日 曜 学 校

聖餐の聖句伴奏曲 １２月の聖餐の聖句

Ｓｉｏ璽〃ｉン （ Ｍ ｅｌｖｉｎＷ ．Ｄｕｎｎ
冷

き
Ａ

命

１
ｆ ｒ

大 人 日 曜 学 校

「神 はそのひと り子を賜 わった

ほどに， この世 を愛 し て 下 さ・っ

た。 それ は御子を信 じる者が ひと

りも滅 びないで，永遠の命を得 る

ためで ある。」 （ヨハ ネ ３ ＝１６）

子 供 日 曜 学 校

「わた したちは互 いに愛 し合お

うではないか。 愛は神 か ら出たも

の なのであ１る。」

（１ヨハネ ４ ：７）
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ウ ィ リ ア ム ・Ｍ ・テ ー ル

リシア神話 によ ると，ヘ ラクレスは若 い時，山ギ

の牛 飼い と共 に住 んで いた。 あ る日，彼 は真昼

の照 りつけ る太陽 の もとで横 にな り，不思議 な夢を見

た。夢の中で彼 の歩 いていた道が突然，は っき りした

二 つの道 にわかれ ， どち らを とれ ばよいかわ か らな く

な った。一 つの道 は とて も平坦で歩 きやす く，楽 しい

町に通 じてい るよ うに思 えたが， もう一つ の道 は登れ

ば登 るほ ど困難で険 しそ うな山道で あ り，つ いには雲

の中に消 えていた。

ヘ ラクレスが その二つ の道の どち らを とれば よいか

迷 っていた時，一人 の若 い婦人が町 に続 く平坦 な道を

歩 いて きた。彼女 の上着 は色 とりど りの花の刺 しゅう

で飾 られ，髪 にはバ ラの花環を つけて いた。彼女 はヘ

ラ” レスが どち らの道を とるべ きか迷 ってい るのを見

てノ 町に続 いて い る平坦 な道を とるよ うす ぐさま勧 め

た。 「あの町にはあなたが した い と思 ってい ることを

何で も自由に させ て くれ る楽 しい人 たちが いるの よ。

働 く必要 もない し，一 日中心地 よい庭 にいて，泉の ほ

とば し りや小鳥 の さえず りを聞 ける し，竪琴 の音だ っ

て聞け るわよ。」

ヘ ラクレスはその町の方 を見 た。音楽 の音が朝 のそ

よ風 にの ってかす かに聞 こえ，木立 に囲まれ た家の庭

や花 をつけた木が とて も涼 しげにみえ，魅 力的だ った

ので 婦人の言葉 に従 ってみよ うか と思 った。 しか し，

何 かが彼 を思 い止 ま らせ た。

３３４

その時彼は もう一 の道 に立 っている別 の若 い婦人を

見 た。彼女は質 素な服 を着 て，目は悲 しげだ ったが，り

りしか った。 「ヘ ラクレス，私 はあなたに真実を話 し

ま しょう。私の妹はあなたをだま しているのです。 あ

の町で与 え られ るとい う楽 しい ことは，価値 のない も

ので しまい には思いがけないほ どに高 い代価 を支払 う

ことにな るのです。あの町へ行 って はいけませ ん。私

と一緒 に山道 を登 りま し ょう。 山道 は登 るのが困難で

登 れば登 るほ どつ ら くな ります。で も決 して あきる こ

とのない喜びがあ るのです。胸 い っぱいに山の新鮮 な

空気を吸 って，山に登 れば， あなたは強 くな る の で

す。 もしあなたに この高 い山に登 ろ うとい う勇気が あ

れば， この山道 はついにはオ リンパ ス山 に至 り， そ こ

であなたは死 なない神 々と共 に永久 に住 めるのです 。」

夢の中でヘ ラクレスは賢 くも山道 の方を選 んだ。後

にな って この選択 はユ リシーズによ って命 じられ た十

二の難事 に挑 んだ時 に大変役 にた ったので ある。

ヘ ラクレスの道 の選択 は彼 の人格 に似つ かわ しい も

ので あった。古代ギ リシアの人 々は， オ リンパ ス山の

頂上 に達 す る権ｉ利を得 て神 々と共 に住む ことを一番望
．ま し
い 目標 と考 えていた。 ヘ ラクレスは低 い もので は

満足で きなか った。二 人の婦 人の どち らを信用すべ き

か決定す る際の決め手は，彼 が気高 い 目的 を求 めて い

た とい うこ とであ る。

ヘ ラクレスの話か ら，二 番 目の婦 人は彼 の幸福 に心

か らの関心を抱いていた ことがわか る。約束 した道 は

１
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さ らにけわ しくなろ うとその困難 な方 を勧あた。彼 女

は報 いを彼 に与え る ことはで きなか った。報 い とい う

のは 自分で得 るもので ある。平 坦な道は一瞬 良 くみえ

たが， ヘ ラクレスは二番 目の道を選んだ。彼 は 自分 自

身 を尊重 した。二番 目の婦人の忠告を聞いて， 自己を

達成 し，進歩，完成 してつい には神のよ うになれ ると

感 じた。彼女 はほん とうに彼の こ とを考えて くれたの

で ある。
’「私 はだれ を信 じる

ことがで きるか 。」 とい う質 問に

答 える時，’私達 は一人一人 について 自分で尋ねてみ る

とがぜ ひ とも必要で ある。 「この人 は自分 にどんな関

心 を もって いるのだ ろ うか。私が 目的を達す るよう望

んで いるのだ ろ うか。 それ とも失敗や悪への道連れを

捜 して いるのだろ うか。神 の律法を私に捨 て させ よう

として いるｏか。私 に両親 や家族 の面 目を けが させよ

うとして いるのだ ろ うか。私がいつ も大切 に してい る

主義 に疑 いを抱かせ よ うと してい るのか。彼 は何を し

よ うとして いるのか 。」信頼の おける入は私た ち が定

めた 目標 に一致 した 目的を も ってい ることは明白であ

る。

これによ く似ているのが生徒たちの望みに反 し自分

の目的を満足させようとしている教師の例である。入

生において私たちは疑わ しいことを教えこもうとして

いる人たちと接することがある。不幸なことは，不和

の種をまいた り，若者の素朴な信仰をこわして満足 し

ている人が多 くいる。学校は学ぶ場であ り，若い探求

心にあふれた人々をのばす場である。

生徒たちは先生を信じたいと思っている。 このこと

は私たちについても同様である。しかし生徒たちが学

校です ら，イデオロギーに反対する権利があることを

自覚 させることは大切である。普通，生徒たちは先生

を選ぶことはできないが，先生の言 っている能度や好

み，考えを選ぶことはで きる。

アルマは 「だれを信 じることができるか」 というこ

の質問に最 も信頼のおける解答を与えている。

「また誰であって も神の心にかない神の道を歩み神

の命令を守る者でなければ，その人を信 じて教師また

は教会の指導者にしないようにしてほしい。」（モーサ

ヤ２３：１４）

亀

天上の会議で一つの霊 も失わないと約束 した計画が

だされた。地上にあってヘラクレスの夢の町に蒙徴 さ

れているように，すべての ものが与えられ，仕事も努

力も何 ら要求 されず，支払 うべき代価は都合よ く無視

されるというのである。

二番目の計画では，個人は選択の自由を持 っており

神への道を教えられ，それを目ざすか否かは個人の自

由にまかされている。その道は決 して易 しいものでは

ないが，それを達成 した者は永遠の生命を得，神にな

ることができる。 ２番 目の計画の大切な点は自分で選

択す る自由意志であった。

「そ して時が満ちると
，人間の始祖の堕落の結果か

ら人間を順 うためにメシヤが来 りたもう。人間たちは

その始祖の堕落の結果から順われ るから，すでに永久

に自由となって善悪を弁え，ただ大いなる終 りの日に

神の下 したもうた命令に従 って律法が定める罰を受け

るほかには何事 も自分の心のままに行いほかから強い

られることはない。それであるから，人はみな現世に

於て自由であ り，およそ人間のためになるものは何で

も与えられる。そして万人に為 したもうメシヤの大い

なる賢い仲裁によって自由と永遠の生命 とを選ぶか，

または悪魔は万人が自分のようにみじめになることを

求めているから，その束縛 と力 とに由って定まる束縛

と死 とを選ぶか， これは全 く人間の自由である。」（皿

ニーファイ２：２６，２７）

たとえあらゆる助けが与えられた としても神への山

を登ることは自分で しなければならない。最も信頼で

きる人はあなた自身なのである。私たちは一人一人神

の導きを うける権利はあるが，みたまのささやきを聞

くにふさわ しくなければならない。この点に関 してブ

リガム ・ヤングは秀れた洞察を与えている。 ． ． じ

もしあなたの信仰が正 しい目的に向っており，確信

に揺 るぎがなく，生活が清 く，あなたに与えられた神

権ｉや能力によって召 しの義務を果すなら，あなた方は

聖霊に満たされるであろう。そしてあなた方が欺かれ

破滅に落入 ることは，羽毛が火の中で燃えずに残 って

いるのと同じく決 して起 こり得ないのである。

３３５
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世 界中の棚 の中で，クリスマスは最 も
広 く受 け入 れ られ祝 われ るよ うにな っ

てい る。 ク リスマスには うら若 き青年男女，

よちよち歩 きの幼児か ら晩年を迎 えてい る老

令の哲人まですべての人 に訴 え る独特 な何 か

が ある。 ク リスマスは，完全に利 己心 が忘 れ

られ，「ものを得 たい とい う強い気持 は親切 や

許 し，寛容や愛 の精神に とってかわ る一年 中

でただ一 度の季節で ある。 これ らの数 々の美

徳 が このお祝いの季節を この ように楽 し くさ

せ るので ある。現 在では，キ リス ト教徒のす

べて の町 はク リスマス ・イブに人がつ くった

明 りで輝 いて いる。 しか しおよそ ２千 年前の

ベ ツレヘムの ク リスマス ・イブは， ３つ のた

いまつの火 があるだけで，暗 か ったにちがい

ない。 しか し，最初 の ク リスマスの物語 が予

言 されていた歴史 的ではあ るが謙虚 な町に世

の光 （ヨハ ネ ８：１２） がお生 れにな ったので

ある。

最初の ク リスマスのお とずれはかつて告 げ

られた こともない最 もすば らしい もので あっ

た。 （ル カ ２：７－２６）なぜ な ら 「喜びのお と

ずれ」 といわれ た永遠 の原則が宣言 され 「す

べ ての人 々に」 もた らされた か らで ある。世

の光 はすべて の人 々の心を照 らす こ ととな っ

た。 ベ ツレヘムの幼子 の誕生 に関連す る出来

事 は， この事実 を美 しく説明 してい る。旅 に

疲 れ果 てた ヨセ ブとマ リヤが なつか しい故郷

の町ベ ツレヘムに着 いた とき ２人 は宿を とり

疲 れを休 めよ うと思 ったが宿屋 にはかれ らの

入 る余地 がなか った。

ヨセ ブとマ リアがその宿屋 を去 って どこか

他 に休 む所を捜 すため再 び闇 の中に戻 っ．て い

った時のマ リアの非常 な落担 と不安 を理解で

きるのは，母親 の経験 を持 つ人のみであ る。

その町は多 くの人 々で混み合 っていたが， ヨ

セブ とマ リアの重 くさび しい気持 を和 らげ る

顔見知 りの人 も助 けて くれ る友 もなか った。

身 ご もって いる母親 には最 も安心 して休 め る

ところが必要で あ ったが ドアは開 け て も ら

えず身を よ こたえる休息 の場 さえ も な か っ

た。
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啓示 を受 けた謙遜 な羊飼 いたちは， マ リヤ

とかいば桶 に寝て い る幼子 を見つ けた。東方

の博士 たちは知識 によ り幼子 の ところに導び

かれて や って きた。 ８日後 にマ リヤがモ ーセ

の律法 に従 って幼子を神殿につれ て い っ た 一

時， シメオンにはこの幼子が 「主 キ リス ト」

で ある とわか った。

この ように して最初 の ク リスマスに，謙遜

な人 も博学 の人 も，富め る人 も偉大 な人 もま

こころか ら求 め る人はみなキ リス トを見 いだ

し神 の国の兄弟姉妹 として一 つになるとい う

ことが示 されたのであ る。

「この 日
， あなたに」 とって， そ して私 に

とって， イエス ・キ リス トは救 い主 となるの

で あ る。救 いはま ことに個入的 な 事 柄 で あ

る。 イエス ・キ リス トの教会の中で私 たちは

個人 と して働 くので ある。信仰 ，悔 い改 あ，

バプ テスマ，按 手礼 そして他のす べて の福音

の原則 と儀式は，皆 個人 のための も の で あ

．る
。

ク リスマズの真 の精神 はキ リス トの精神で

ある。

主 の誕生 の天 よ りの知 らせは，世紀を通 し

て光 を もた らして いる。 「い と高 きところで

は，神 に栄光が あるように，地の上 ではみ心

にか な う人 々に平和があ るよ うに。」

キ リス トが低い身分 として世 に生 れ出た時

宿屋には居 る場所 がなか った。今 日，すべて

の家 々のすべての人 々の心 は主を喜 んで迎 え

入 れ るで あろ う。 もし真実 そ うで あるな ら，

利 己心， ねたみ，敵意， そ して不幸 を招 くす

べ ての ことが親切 や心か らの奉仕や善意に と

って変 え られ るだろ う。世界 に平和を確立す

る責任 は国 々だ けでな く，すべての個人，家

庭 ，村，町 にもあるのであ る。

このゆ えに個人個人が，本 当の ク リスマス

精 神を心 か らの ものに しよ うではないか。 そ

して個人 個人 の家庭 にその精神 を広 めよ うで

はないか。 そのよ うな幾千 の家庭 のあると こ

ろ こそ， ま ことの クリスチ ャンの町で あ り，

そのよ うな幾千 の街の あると ころ こそま こと

の ク リスチ ャンの世界で ある。
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〈日本東伝道部だより〉 ｛

私灘灘髄纏纏轟痛高識
ししなければなりません。つまり自分がバプテスマを受ける

資格のあることをここではっきりと証明 し，真理を証明しま

す。 しか し日がたつにつれ，この真理 も我 凡々人にはあたり

まえに思え，新鮮さが失われていきます。そして私 もその例

外ではありませんで した。

私はまだ学生であり，比較的自由な生活をして居ますが，

学校で所属 しているクラブは，旧態依然たる封建的なもので

す。年に２， ３回金を出し合いコンパを開きますが，その席

でかならず先輩が酌を しにくるし，まあ，始めのうちはなん

とかごまか して酒を飲まずにいますが，その場の雰囲気で，

つい一杯 ぐらいならと飲んでしまったことがございます。次

の日，自分の弱い信仰を悔やみ， もう教会へ出席するのをよ

そうと思いました。 しか し自分自身に逃げるなといいきかし

その日の日曜学校に出席 しました。ちょうど証詞会のある第
一日曜日であったので

，そのことを皆 さんの前で証 しともつ

岩見沢伝道所 岡 村 雅 博

かないような話をしました。すると不思議なことに前より証

しの強 くなった自分を見たのです。私は寄り道したことを悔

い改め， これからの信仰生活にこのことを強い戒めとしまし

た。 ’

信仰生活を送る内にかならず一度や二度のつまづきはあり

ます。 しかしそのことで教会を去るようでは始めから信仰す

る資格はありません。それは信仰の形をとっているだけに過

ぎないと思います。いろいろな困難を乗 り越えてこそ，真に

強 く生きる証 しを得，またそれは価値のでるものとなりえま

す。どうか困難なことにあった ら，試 しと思いぶつかってい

って下ざい。それを越えるとまたちがった世界が眼前に広が

っているのを見るで しょう。また今までの何んということも

ない聖句が大きな意味をもっていたことに気がつ くで し ょ

う。私には，いたるところに試が用意されているように思わ

れます。それを打開することにより，弱い証 し，波のある証

しをより高い位置にもってゆけるということを忘れないで下

さい。

¶

司
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私 の 証 詞

私鴛 驚 聡 １犠 幕 膿 ζ謹 甚・
られ，嘘 をつかれ，人 間ってど うして嘘 ばかり言 う の だ ろ

う， も う何 もかも信 じられない， 自分 の心 にそう思 って いた

時 に，姉 か ら教会 の話 を聞き，教会 に入 った ら少 しは心が和

らぐだろ う。 そ う思 った ら，や っぱ り信 じる事 って大事では

ないか。 それでは神様 を信 じる事か ら始あ よう，そ して 自分

の心 を直す事がで きた ら， そ う思 って教会へ行 く事に きめま

した。

始 めは内容 もよ くわか らず， モル モン経 とい う本を読 んで

も， よ くわか らな く：七， こまって しまいま した。 で もバ プテ

スマとい う目標 に向 って レッスンを受 けるよう．にな ってよ う

や く， だいたいの意味が わか りか けて きま した。 バ プテスマ

それ は素晴 しいもので した。生 まれて初 めて聞 き， そ して 自

分 の肌で感 じた時 には，何か今までの 自分でな く今 まで以上

に幸福へ の確実 な道を得 たように思い ま した。

イエス ・キ リス トを信頼 す る事が一番の幸福 の道 であ り，、

イエス ・キ リス トを信 じてい る入 々は，、心 に平和を持 ってい

３３８

岩見沢伝道所 高 橋 厚 子

るように感 じます。信 じる事のできない人，信 じる事をおそ

れる人は，きっと幸福が得 られないでしょう。信 じられない

人々に一度ためしてみなさいと言いたい気持ちです。私はそ

んな人々に，今の私を知ってもらえたらどんなに素晴 しいか

と思います。

イエス ・キ・リス トが十字架で死なれ，三日目にもう一度復

活 された事を私は知っています。そして私はキリス ト教徒だ

と思 っています。聖書を読み祈 りを しています。そして自分

が罪人である事を認め自分は神様のさばきにあ うべき者だと

そしてキ リス トが私の身代わりになって死んで下さったのだ

と信 じます。救い主としてイエス ・キリス トを受 け入 れ ま

す。私のすべての罪を許 して，私の心を入れ変えて永遠の生

命を与えて下さるよう信 じます。私は喜こんでキリス トを私

の救い主として証詞 します。そして何事にも一番大切な事，

それは信仰です。

最後に皆様に聖霊の賜物がいつでもあります様お祈りして
・私の証詞と致 します

。
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